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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
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表 1　

いいもの みぃ～つけた！　vol.42
ふれあい満点市場
in ボランタリーフォーラム TOKYO 2023

せかいをみる
コロナ禍での海外支援
～インドネシア・ジャカルタにて
ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク

思い立ったがボラ日
認定 NPO 法人
グッドネーバーズ・ジャパン
お腹もこころも満たす、ごはんの支援

セルフヘルプという力　第 34 回
LGBTQ、性的マイノリティと理解・
関心のある人の居場所 lag（ラグ）

川は地域のたからもの
～川と市民活動～
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右頁始まり　（表 2）
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Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
と
の
出
会
い
と
新
た
な
発
見

　

今
回
、
招
待
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ

と
の
出
会
い
は
、
２
０
２
２
年
９
月
に
品
川
区
で
実
施
さ

れ
た
総
合
防
災
訓
練
で
す
。
は
じ
め
は
災
害
担
当
と
し
て

の
関
わ
り
ば
か
り
で
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
支
援
や
そ
れ

に
伴
う
日
頃
の
各
種
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報
交
換
を

メ
イ
ン
に
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
炊
き
出
し
支
援
を
新
た

に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
に
相
談
に
い
ら
し
た

際
に
、
日
頃
は
、「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」
と
し
て
食
料
配
布
支

援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
知
り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
子
ど
も
の
笑
顔
に
あ

ふ
れ
、
だ
れ
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
」。

国
内
外
で
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
身
体
を
守
る
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
事
業
で
は
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
衛
生
環
境
を
整
備
し
た
り
、
教

育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
学
校
建
設
や
教

育
支
援
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」
と
は
？

　

Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
の
国
内
事
業
と
し
て
、「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
で
も

さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る
子
ど
も
の
貧
困
。
特
に
影
響

を
受
け
や
す
い
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
フ
ー
ド

バ
ン
ク
で
す
。
月
に
１
度
の
食
料
配
布
を
都
内
各
所
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
を
中
心
に
現
在
１
１
０
０

世
帯
に
毎
月
、
寄
付
等
で
集
ま
っ
た
食
料
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
大
阪
事
務
所
を
拠
点
に
大
阪
府
近
辺
で
も

８
０
０
世
帯
へ
食
料
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
伺
っ
た
新
倉
庫
は
、
板
橋
区
に
あ
る
雑
居

ビ
ル
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
に
と
っ
て
悲

願
と
な
る
広
さ
を
持
ち
、
大
口
の
寄
付
を
積
極
的
に

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
後
、
冷
蔵
設
備
も
整
え
て
、
生
鮮
食
品
や
要

冷
蔵
食
品
の
配
布
に
も
通
年
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

り
、「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」の
一
大
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、

支
援
で
き
る
家
庭
が
４
倍
に
も
増
え
る
そ
う
で
す
。

このコーナーでは、毎回一つの
団体を取材し、活動内容やそこ
で活動するボランティアさんの
生の声をお届けします。

広い倉庫に各種分類され、保管されている。

お
腹
も
こ
こ
ろ
も
満
た
す
、
ご
は
ん
の
支
援

�

～
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
～

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

編
集
部

　

ひ
な
祭
り
の
３
月
３
日
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
）
が
国
内
事
業

と
し
て
今
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」
の
新
倉
庫
開
設
の

お
披
露
目
会
（「
公
開
！
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」）
に
招
待
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
の
悲
願
と
も
な
る
広
さ
を
も
つ
新
倉
庫
の
様
子
や
、「
グ
ッ
ド
ご
は
ん
」
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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2 ネットワーク  2023/4

新倉庫の開設でさらに広がる支援
　「グッドごはん」を利用する方々がGNJPに寄せたメッセー

ジをみると、『「グッドごはん」のおかげで一人ではないと思え

る』という声が多く寄せられていました。「グッドごはん」は

寄付等で集まったたくさんの食料を、多くの支援者の「あなた

は、ひとりではないよ」という思いとともに、ひとり親家庭の

皆さんに届ける一つのツールであり、つながりです。

　こうした利用者の声の一つひとつは、活動をする人たちの大

きな励みになってます。

GNJPの原口さんに「グッドごはん」の仕分
けの様子を再現していただきました。まずは主
食となるお米類を中心に。防災備蓄食を活用し
たアルファ米※１や缶パンも。

パスタ麺もセットに様々なパ
スタソースから選ぶ。レトル
トカレーや缶詰などのおかず
も味や種類に偏りがないよう
に選んでいく。

子どもたちも楽しみにしているお菓子の大袋やお米なども
一緒にして「グッドごはん」の一家庭分の完成。総重量は
約９kgにもなる。

「グッドごはん」ができるまで
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ネットワーク  2023/4 3

　今回、「グッドごはん」の紹介として、GNJPのスタッフの方から、ショー
ト動画メッセージをいただきました。TVACのYoutubeに掲載していま
す。ぜひ見てみてください。
　上記の写真３つにあげた関わりだけではなく、このYouTube の動画
を拡散することもボランティアのはじまりの一歩です。それぞれができ
る方法で少しでも関わりを持ち続けること、考える時間を持つことが大
切になると思います。

　GNJPでは、俳優の水石亜飛夢氏が発起人となるクラウドファンディング
（2023年 4月 20日締め切り）に取り組んでいました。このクラウドファンディ
ングは、昨今の物価高騰で苦しむひとり親家庭へ、少しでも多くの家庭に食料配
布ができるよう、そして給食がなくなる夏休み期間に、いつもはなかなか配布が
難しい野菜や果物・お肉などの生鮮食品を配布食料とともにお渡しすることを目
標にしていました。
　一昨年も実施し、1,000 万円近くの支援が集まり、約1,000 世帯へ食料配布
ができました。このクラウドファンディングの支援は終了しましたが、この取り
組みの様子は右記QRコードより確認できます。ぜひ今年の支援の取り組みにも
注目してください。

クラウドファンディ
ングの取り組み状況
を確認できます。支
援の輪が広がってい
ます。

YouTubeを
ぜひご覧ください！
GNJPの原口さんと
田澤さんによる「グッ
ドごはん」の紹介で
す。

認定NPO法人 グッドネーバーズ・ジャパン

【物の寄付】支援物資となる食
料の支援。フードドライブ※２や
Amazon ほしいものリスト※３を
活用した支援ができる。さまざ
まなルール（ＱＲコード参照）
を守りながら食料を通
じてひとり親家庭を支
援できる。

【お金の寄付】支援物資だけでは
足りないものの購入や、各配布
場所への運送費などのために必
要になる。認定 NPO 法人のた
め寄付金に対して税金の控除が
受けられたり、子ども
スポンサーという継続
支援の仕組みもある。

【時間の寄付】「グッドごはん」の
仕分け指示書の一例。４人程度
のボランティアで１度に約 300
家庭分を仕分ける。指示書の内
容以外にもお米の仕分けやお菓
子類の仕分けなども。GNJPで
はボランティアを時間の支援と
いうことで募集している。

※１　アルファ米：炊いたご飯を乾燥させてつくった加工米。お湯や水を注ぐだけでご飯になるため、非常用に利用される。
※２　フードドライブ：家庭で余っている不用食品を集め、食品の支援を必要としている福祉団体や施設などに寄付する活動。
※３　Amazonほしいものリスト：ほしい商品をリスト化する機能。本名や住所を明かすことなく、商品を贈ったり受け取ったりすることができる。
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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

編集部コラム　へんコラ　生態系と川／東京の暗渠16

NO.383  2023 年

4月号

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。

いいもの みぃ～つけた！　vol.42　ふれあい満点市場
　　　　　　　　　　　　　　 　in ボランタリーフォーラム TOKYO 2023

26

もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

　与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和3年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和3年度版

せかいをみる④　コロナ禍での海外支援 ～インドネシア・ジャカルタにて
◇小林 良子　ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク

23

思い立ったがボラ日　お腹もこころも満たす、ごはんの支援
　　　　　　　　　　　～認定 NPO 法人 グッドネーバーズ・ジャパン～

1

TVAC News 連載 vol.7　東京ボランティア・市民活動センターの事業から
　連合東京の取り組みと「災害時のための市民協働　東京憲章」

21

つぶやきブレイク　vol.27　文学者とともに過ごすやさしい時間22

川は地域のたからもの ～川と市民活動～

表紙のことば
花々がくちぐちに“おはよう”と咲きます
若葉たちもいっせいに、おはよう、おはよう、おはよう
木々が若い緑におおわれて、人々も“おはよう”と
ことほぎます
今日いちにちの希望を� ―フローラル信子

寄稿  あそびを通して川を知る
◇ NPO 法人 砧・多摩川あそび村　上原 幸子

6

“ 荒川で　ちょっといいこと　ごみひろい ”
◇ NPO 法人 荒川クリーンエイド・フォーラム

9

インタビュー  川でのリアルな体験を原点に ～“いい川”づくりをめざして
◇ NPO 法人 多摩川センター　山道 省三

14

川の活動アラカルト　◇ 川はともだち／八王子・日野カワセミ会／ NPO 法人 
ア！安全・快適街づくり／おさかなポストの会

12

セルフヘルプという力　第 34 回　自分のジェンダーとセクシュアリティをすべての人が
　　　　　　　　　　　　　 　大切にできる社会に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　  LGBTQ、性的マイノリティと理解・関心のある人の居場所 lag（ラグ）

17
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5 かくし

特集特集

川は地域のたからもの川は地域のたからもの
～川と市民活動～～川と市民活動～
犬と散歩する土手の道。通勤電車の中から目にする川。
鳥がさえずり虫のささやく、川辺の草むら。
わたしたちの暮らしのそばにある、川。

今号では、川をフィールドにした市民活動を取り上げる。
あそび場づくり、ごみひろいから環境を考える、２つのＮＰＯ法人と、
次世代につなぐ、野鳥観察、防災まちづくり、生態系をテーマとす
る４団体の取り組みだ。
これらを通して、川と人との縁の深さや多様さをお伝えしたい。
そして、あらためて「川」への興味や親しみがわき、
身近な環境との関わりに気づくきっかけとなれば幸いである。

まずは、これを機会に、川を訪ねてみよう。

呑川

神田川

黒目川（写真提供：NPO法人多摩川センター）

都内には大小合わせて107もの河川があるとされる（都資料による）。

多摩川（写真提供：NPO法人砧・多摩川あそび村）
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僕
の
仕
事
で
す
」
と
草
刈
り
を
し
て
く
れ

ま
す
。
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
を
少
し
離
れ
て
ゆ
っ
た
り
見
守
り
、

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
の
子
育
て
仲
間
づ

く
り
も
盛
ん
で
す
。

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
９
９
年
。

周
囲
に
は
少
年
野
球
場
な
ど
が
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
平
日
は
人
け
が
な
く
子
ど
も

だ
け
で
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
場

で
し
た
。
子
ど
も
を
自
然
の
中
で
遊
ば
せ

た
い
地
域
の
親
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
行

け
ば
誰
か
が
い
る
子
ど
も
の
遊
び
拠
点
に

と
、
月
１
回
の
き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
が
始

ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
や
り
た
い
こ
と

に
な
る
べ
く
規
制
を
か
け
な
い
「
自
分
の

責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」
場
を
つ
く
り
た
い

と
、
子
ど
も
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
火

や
工
具
に
ふ
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
賛
同

者
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

■

「
多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」�

と
の
出
会
い

活
動
を
立
ち
上
げ
た
そ
の
年
に
関
わ
れ

た
の
が
「
多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

で
す
。
計
画
の
策
定
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、
市
民
・
自
治
体
・
河
川
管
理
者
・

学
識
者
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行

な
う
、
全
国
に
先
駆
け
て
生
ま
れ
た
新
し

い
仕
組
み
で
し
た
。
流
域
の
各
自
治
体
で

「
ふ
れ
あ
い
巡
視
」
が
行
わ
れ
、
世
田
谷

で
は
遊
び
場
づ
く
り
の
意
見
を
出
し
、
実

現
の
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
国
土
交

通
省
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
近
隣
の
学
校
や

町
会
な
ど
地
域
団
体
に
呼
び
か
け
て
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
２
０
０
７
年
に
は
世
田

谷
区
の
「
自
然
体
験
遊
び
場
事
業
」
と
な

り
、
現
在
は
河
川
協
力
団
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
台
風
時
の
施
設
撤
去
を
行
な
う

な
ど
、
官
民
協
働
で
遊
び
場
を
支
え
て
い

ま
す
。

ま
た
多
摩
川
で
は
、
上
下
流
の
自
治
体

と
市
民
・
学
識
者
・
河
川
管
理
者
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
議
論
す
る
「
多

摩
川
流
域
懇
談
会
」
が
あ
り
、
流
域
・
人
・

世
代
を
つ
な
げ
る「
多
摩
川
夢
ビ
ジ
ョ
ン
」

構
想
を
元
に
、
上
下
流
の
交
流
と
セ
ミ

ナ
ー
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■

子
ど
も
と
お
と
な
の�

「
や
り
た
い
」
を
実
現
す
る

き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
で
は
「
多
摩
川
を

お
も
し
ろ
が
る
」
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
自
然
遊
び
に
詳
し
い
専
門
家
の
協
力

で
、
春
は
野
草
の
天
ぷ
ら
、
夏
は
川
あ
そ

び
、
秋
は
外
来
種
を
使
っ
た
草
木
染
め
、

冬
は
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
な
ど
多
摩
川
の
七
草

粥
と
、
四
季
を
通
し
て
お
と
な
の
「
知
の

欲
求
」
を
満
た
す
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
子
ど
も
は
「
や
り
た
い
」
と
思

う
こ
と
が
「
あ
そ
び
」
で
あ
る
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
を
目
的
化
せ
ず
、
虫
を
捕
ま
え
た

い
、
土
手
す
べ
り
が
し
た
い
、
た
だ
土
を

掘
り
た
い
、
ひ
た
す
ら
走
り
回
り
た
い
な

ど
単
純
な
こ
と
が
思
い
っ
き
り
で
き
る
よ

多
摩
川
の
河
川
敷
を
拠
点
に
、
自
然
体

験
あ
そ
び
場
「
砧
・
多
摩
川
あ
そ
び
村
〈
通

称
・
き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
〉」
を
世
田
谷

区
の
委
託
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
プ
レ
ー
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
日
常
的
に
自
然
遊
び

の
で
き
る
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
週
４

日
開
園
し
て
い
ま
す
。
多
摩
川
の
自
然
を

生
か
し
た
遊
び
場
づ
く
り
を
、
地
域
と
と

も
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
多
摩
川
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
の
親
子
参
加
型
の
草

刈
り
な
ど
人
が
関
わ
る
余
地
を
残
し
た
場

づ
く
り
が
、
大
切
な
地
域
資
源
と
し
て
守

る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

■

多
摩
川
河
川
敷
の�

自
然
体
験
遊
び
場
づ
く
り

二
子
玉
川
よ
り
少
し
上
流
に
あ
る
多
摩

川
河
川
敷
の
原
っ
ぱ
。
草
花
や
虫
た
ち
と

ふ
れ
合
え
る
遊
べ
る
自
然
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

周
り
に
は
ベ
ン
チ
や
遊
べ
る
井
戸
、
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ボ
池
ビ
オ
ト
ー
プ
＊

な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
に
あ
る
施
設
は
、

住
民
参
加
型
で
子
ど
も
た
ち
と
つ
く
っ
て

き
た
も
の
。
多
摩
川
源
流
の
山
梨
県
小
菅

村
ま
で
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
調
達
に
行
き
、

樹
皮
を
剥
ぎ
時
間
を
か
け
て
つ
く
る
こ
と

を
楽
し
み
、
ま
た
つ
く
っ
た
後
も
人
の
出

番
の
あ
る
居
場
所
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
る
お
父
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
勝

手
に
遊
ぶ
の
で
、
こ
こ
に
来
る
と
こ
れ
が

＊生きものの生息空間。ここではトンボにとって生息しやすくなる工夫を施した池。

あそびを通して川を知る

NPO 法人砧
きぬた

・多摩川あそび村
理事長　上原幸子

寄稿
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う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
や
り
た
い
」
を
見
出

せ
る
懐
の
広
い
「
あ
そ
び
」
の
環
境
設
定

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

か
ら
だ
ま
る
ご
と
体
感
す
る�

川
あ
そ
び
の
魅
力

「
や
り
た
い
」
と
思
う
こ
と
で
規
制
さ

れ
る
こ
と
の
最
た
る
も
の
が
川
あ
そ
び
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
多
摩
川
に
詳

し
い
専
門
家
が
関
わ
る
こ
と
で
安
全
に
川

あ
そ
び
が
で
き
る
よ
う
、
川
の
楽
し
さ
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
う
企
画
を
行
な
い
ま
す
。

ま
ず
安
全
に
遊
ぶ
に
は
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
る
こ
と
、
ケ
ガ
を
避
け
る
た

め
長
袖
長
ズ
ボ
ン
や
運
動
靴
な
ど
肌
の
露

出
が
な
い
よ
う
、
裸
足
や
サ
ン
ダ
ル
で
は

入
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
川
と
の
正
し
い
付

き
合
い
方
も
遊
び
の
中
で
体
験
し
ま
す
。

川
の
安
全
を
学
ぶ
川
あ
そ
び
が
「
川
流
れ
」

で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
浮
き
な
が
ら

流
れ
に
身
を
任
せ
、
流
さ
れ
方
や
立
ち
上

が
る
時
の
身
の
こ
な
し
も
覚
え
ま
す
。
そ

し
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
川
の
中
を
の

ぞ
き
、
泳
が
な
い
こ
と
で
魚
た
ち
は
警
戒

せ
ず
、
水
の
中
で
自
然
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。「
川
流
れ
」
は
股
下
く
ら
い
の

深
さ
で
行
な
う
の
に
対
し
、
タ
モ
網
を

使
っ
た
遊
び「
ガ
サ
ガ
サ
」（
写
真
上
左
）は
、

膝
下
く
ら
い
の
深
さ
で
行
な
い
ま
す
。
水

際
の
草
の
根
元
や
石
を
足
で
ガ
サ
ガ
サ

し
、
驚
い
て
飛
び
出
し
て
来
た
小
魚
や
エ

ビ
な
ど
を
捕
ま
え
ま
す
。
ナ
マ
ズ
な
ど
大

物
が
潜
ん
で
い
そ
う
な
場
所
は
、
網
で
半

円
陣
を
組
ん
で
一
斉
に
ガ
サ
ガ
サ
し
ま
す
。

わ
た
し
の
娘
は
小
学
生
の
頃
、
流
木
に
い

た
大
ウ
ナ
ギ
を
捕
ま
え
た
経
験
を
持
っ
て

い
ま
す
。
大
き
す
ぎ
て
網
に
入
り
切
ら
ず

逃
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
重
さ
と

驚
き
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
貴
重
な
記
憶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
体
験
が
で
き
る
の
も
多
摩
川

の
水
質
の
改
善
が
進
ん
だ
か
ら
こ
そ
。
一

時
の
環
境
汚
染
も
下
水
道
整
備
に
よ
り
水

質
が
改
善
し
、
江
戸
時
代
に
献
上
鮎
で
有

名
だ
っ
た
鮎
も
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最

近
は
き
ぬ
た
ま
有
志
親
子
に
よ
る
「
釣
り

ク
ラ
ブ
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。
汚
染
の
歴

史
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
か
ら
だ
ご
と

川
と
ふ
れ
合
う
体
験
を
と
お
し
て
、
川
を

き
れ
い
に
し
た
い
気
持
ち
に
実
感
が
伴
う

の
で
す
。

次
に
、
子
ど
も
た
ち
が
企
画
し
、
お
と

な
た
ち
が
応
援
し
て
実
現
し
た
２
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

多
摩
川
１
３
８
ｋ
ｍ
を
歩
い
た
喜
多
見

児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
生
ま
れ
た

「
宇
奈
根
の
渡
し
」

き
っ
か
け
は
地
域
に
あ
る
喜
多
見
児
童

館
が
「
多
摩
川
１
３
８
キ
ロ
の
旅
」
を
企

画
し
、
子
ど
も
た
ち
と
河
口
０
キ
ロ
地
点

か
ら
最
初
の
一
滴
で
あ
る
山
梨
県
の
笠
取

山
の
水み
ず

干ひ

ま
で
２
年
間
で
12
回
も
歩
い
た

自然素材で
作って遊ぶ。

遊べる井戸。

半円陣を組んで
ガサガサ。

NPO法人
砧・多摩川
あそび村
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こ
と
。「
大
師
の
渡
し
」
と
い
う
記
念
碑

を
見
て
自
分
た
ち
の
地
域
に
も
「
宇
奈
根

渡
し
場
道
公
園
」
と
い
う
場
所
が
あ
る
と

気
づ
き
、ま
た
暴
れ
川
だ
っ
た
多
摩
川
が
、

元
は
１
つ
だ
っ
た
宇
奈
根
を
両
岸
に
分
断

し
た
と
知
り
、
渡
し
舟
で
川
崎
の
宇
奈
根

の
子
ど
も
た
ち
を
世
田
谷
か
ら
迎
え
に
行

き
遊
び
た
い
と
い
う
発
想
が
地
域
の
お
と

な
た
ち
を
動
か
し
ま
し
た
。

有
志
の
子
ど
も
た
ち
25
人
の
作
戦
会
議

は
20
回
に
も
及
び
、
地
域
で
舟
づ
く
り
も

教
え
て
も
ら
い
手
づ
く
り
の
舟
「
夢ゆ
め
ま
る

叶
丸
」

が
完
成
。
舟
の
運
搬
や
子
ど
も
た
ち
の
棹

差
し
練
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
実
行
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
「
宇
奈
根
の
渡
し
」
が

実
現
。
多
摩
川
を
挟
ん
で
世
田
谷
区
と
川

崎
市
の
包
括
協
定
に
も
発
展
し
ま
し
た
。

き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
も
実
行
委
員
会
の
一

員
と
し
て
、
川
の
安
全
管
理
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
船
頭
と
し
て

両
岸
を
つ
な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
今
年
で

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
き
ぬ

た
ま
あ
そ
び
村
を
週
６
日
自
主
開
園
し
ま

し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
活
動
休

止
。そ
ん
な
折
り
に
子
ど
も
た
ち
か
ら「
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
直
し
た
い
」
と
意

見
を
も
ら
い
、
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
初
代
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

は
、
近
所
に
あ
っ
た
多
摩
美
術
大
学
夜
間

部
の
学
生
と
子
ど
も
た
ち
が
「
秘
密
基
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
一
時
的
に
つ

く
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
樹
に
負
担
を
か

け
な
い
構
造
に
つ
く
り
換
え
る
な
ど
そ
の

後
も
大
事
に
さ
れ
、「
き
ぬ
た
ま
20
周
年

イ
ベ
ン
ト
」
で
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
時

の
子
ど
も
た
ち
も
大
学
生
に
な
り
、
今
で

多
摩
川
河
川
敷
遊
び
場
の
復
興

「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
リ
メ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２
０
１
９
年
10
月
、
台
風
19
号
で
水
を

被
り
、
汚
泥
や
ご
み
、
流
木
が
堆
積
し
、

皆
で
つ
く
っ
て
き
た
遊
び
場
施
設
は
壊
滅

状
態
で
し
た
。
地
元
町
会
長
さ
ん
の
声
か

け
で
地
域
の
建
設
会
社
の
方
が
「
う
ち
の

子
も
お
世
話
に
な
っ
た
」
と
重
機
を
つ

か
っ
て
作
業
し
て
く
れ
る
な
ど
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
の
復
旧
活
動
に
よ
り
約
１
ヶ

月
で
き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
の
再
開
が
叶

い
、
現
地
で
防
災
フ
ェ
ス
を
開
催
し
て
遊

び
場
再
建
の
寄
付
を
募
り
ま
し
た
。

台
風
か
ら
４
ヶ
月
、
今
度
は
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
り
学
校
の
一
斉
休
校
で
居
場
所

は
き
ぬ
た
ま
あ
そ
び
村
を
手
伝
い
に
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考

え
、
専
門
家
の
協
力
で
奥
多
摩
の
山
主
さ

ん
に
お
願
い
し
て
常
連
親
子
17
名
で
の
資

材
調
達
が
叶
い
ま
し
た
。
皆
で
協
力
し
て

木
を
切
り
倒
す
手
順
や
加
工
し
て
木
材
と

な
る
ま
で
の
大
変
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

樹
皮
を
剥
ぎ
生
木
を
乾
燥
さ
せ
、
数
ヶ
月

か
け
て
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
主
催
の
完
成
お
披
露
目

会
で
は
、
間
伐
が
森
と
川
を
元
気
に
す
る

こ
と
を
紙
芝
居
で
伝
え
、
い
つ
も
遊
ん
で

い
る
川
と
森
の
つ
な
が
り
を
肌
で
感
じ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

真
ん
中
に
子
ど
も
た
ち
の
想
い
が
あ
る

こ
と
。
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
お
と
な

が
い
る
こ
と
。
楽
し
か
っ
た
体
験
が
次
の

支
援
者
を
生
む
地
域
循
環
に
つ
な
が
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

上
原
幸
子（
う
え
は
ら
さ
ち
こ
）

武
蔵
野
美
術
大
学 

通
信
教
育
課
程 

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
教
授
。

多
摩
川
流
域
懇
談
会
市
民
部
会
委
員
。
住
民
参
加
に
よ
る
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
。
警
視
庁
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ピ
ー
ポ
く
ん
」
の
作
者
で
も
あ
る
。

夢叶丸に乗って渡る。

新しくなったツリーハウス。

台風で倒された樹を起こす。
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■

荒
川
は�

み
ん
な
の
憩
い
の
場
な
の
に
…
。

東
京
の
東
側
を
流
れ
る
荒
川
の
下
流
部

は
、
人
工
河
川
（
放
水
路
）
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
た
か
？
荒
川
放
水
路
は

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
の
大
洪
水
を
契

機
に
作
ら
れ
、
過
去
の
大
型
台
風
に
よ
る

洪
水
か
ら
、
下
流
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
で
は
、

河
川
敷
で
散
歩
を
す
る
人
、
自
転
車
に
乗

る
人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
、
野
球
を
す

る
人
、
水
上
で
ボ
ー
ト
に
乗
る
人
も
い
ま

す
。
水
質
も
一
時
よ
り
き
れ
い
に
な
り
、

ト
ビ
ハ
ゼ
や
カ
ニ
な
ど
多
様
な
生
物
が
棲

ん
で
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
お
世
話
し

て
い
る
猫
の
お
家
も
あ
ち
こ
ち
に
。

そ
ん
な
近
隣
の
人
々
や
生
き
物
の
憩
い

の
場
な
の
に
、
ご
み
が
た
く
さ
ん
落
ち
て

い
る
の
で
す
…
。
こ
う
し
た
状
況
を
な
ん

と
か
し
よ
う
と
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■

市
民
・
企
業
・
行
政
が
連
携
し
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」「
昨
日
と

違
っ
て
ち
ょ
っ
と
寒
い
ね
～
」。
３
月
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
日
曜
日
の
朝
、
リ

コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社（
以
下
、リ
コ
ー

ジ
ャ
パ
ン
）
の
社
員
と
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
企
業
主

催
の
荒
川
で
の
ご
み
拾
い
の
日
。
30
年
近

く
荒
川
の
環
境
保
全
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
）
と
の
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
は

１
０
０
名
近
い
規
模
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
取
引
先
の
企
業
と
協
働
で
開
催
し
、

社
員
の
他
に
一
般
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
で
き
ず
、
3
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
50
名
ぐ

ら
い
の
規
模
に
抑
え
て
、
社
員
の
家
族
の

他
に
、
取
引
先
の
企
業
や
足
立
区
の
職
員

の
人
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

■

Ａ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
管
理
職
の
人
が
開

会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
か
ら

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

「
ご
み
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
河

川
だ
け
で
は
な
く
、
海
の
生
物
も
暮
ら
せ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

た
ち
自
身
が
そ
の
ご
み
を
食
べ
た
魚
た
ち

を
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
」。
そ

し
て
、
ご
み
の
分
別
の
仕
方
や
安
全
対
策

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、「
あ

ま
り
真
剣
に
な
ら
ず
に
、
チ
ー
ム
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽

し
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
河
川
に
は
葦

（
ヨ
シ
、
ま
た
は
、
ア
シ
）
が
茂
っ
て
い

る
の
で
、そ
の
中
の
ご
み
を
拾
う
と
き
に
、

夢
中
で
顔
を
つ
っ
こ
む
と
、
茎
が
顔
を
つ

“荒川で　ちょっといいこと　ごみひろい”“荒川で　ちょっといいこと　ごみひろい”
NPO 法人　荒川クリーンエイド・フォーラムNPO 法人　荒川クリーンエイド・フォーラム
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つ
い
た
り
す
る
の
で
要
注
意
で
す
」
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

■

川
は
学
び
の
場
＆
あ
そ
び
の
場

ま
ず
、
６
～
８
名
ず
つ
の
チ
ー
ム
を
作

り
、
自
己
紹
介
を
し
て
、
い
よ
い
よ
活
動

ス
タ
ー
ト
。
葦
の
中
へ
中
へ
と
進
む
チ
ー

ム
も
あ
れ
ば
、
川
の
岸
を
進
む
チ
ー
ム
も

あ
り
ま
す
。「
何
だ
、
こ
れ
？
」「
え
～
、

や
だ
～
！
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
飛

び
交
い
ま
す
。
泥
だ
ら
け
の
巨
大
な
ぬ
い

ぐ
る
み
も
あ
れ
ば
、
ス
テ
レ
オ
の
デ
ッ
キ

が
落
ち
て
い
た
り
…
。
砂
に
埋
ま
っ
た
ポ

リ
袋
と
格
闘
す
る
社
員
た
ち
も
。

一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
ト

ン
グ
を
使
い
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
で
す
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
子
ど
も
の
母
親

は
、「
子
ど
も
た
ち
に
し
て
み
る
と
、
ク

レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ

で
す
（
笑
）。
土
曜
日
は
学
校
の
行
事
や

習
い
事
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
日
曜
日

の
方
が
参
加
し
や
す
い
で
す
ね
。
午
前
中

に
活
動
し
て
、
午
後
は
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
で
も
寄
っ
て
行
こ
う
か
な
ぁ
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
後
ろ
で

子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
を

見
つ
け
て
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
川
は
自
然
体
験
が
で
き

る
あ
そ
び
場
の
よ
う
で
す
。

■

果
て
し
な
い
ご
み
を
ど
う
し
よ
う
？

そ
し
て
、
１
時
間
ぐ
ら
い
活
動
を
し
た

ら
、
再
度
、
全
体
で
集
合
。
各
チ
ー
ム
が

ご
み
の
種
別
を
調
べ
て
記
録
し
ま
す
。
今

日
の
成
果
は
、燃
え
る
ご
み
38
袋
（
45
Ｌ
）、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
17
袋
（
45
Ｌ
）、
び
ん
10
袋

（
25
Ｌ
）、
缶
13
袋
（
25
Ｌ
）、
粗
大
ご
み
23

個
で
し
た
。
短
い
時
間
で
も
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。
チ
ー

ム
で
の
振
り
返
り
の
時
間
に
は
、「
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
あ
っ
て
拾
い
き
れ
な
い
。
も
っ

と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
わ
な
い
と
」

「
そ
も
そ
も
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
考

え
た
方
が
よ
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
で
ま
す
。
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
グ
ル
ー
プ
の
方
は
、「
こ
う
し
た

活
動
に
社
員
が
１
回
で
も
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
仕
事
の
中
で
も
、
生
活
の
中

で
も
ご
み
や
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
社
員
や
一

般
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

■

「
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
」
の�

始
ま
り

さ
て
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
の
誕
生
は
１
９
９
４
年

に
、
建
設
省
荒
川
下
流
工
事
事
務
所
（
当

時
）
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
一
斉
ご
み

拾
い
、「
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
」
に
端

を
発
し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
と
は

表１　活動規模とごみ回収量の推移親子でごみ拾い

岸辺のごみ拾い
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を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
１
つ
が
、Y

ouT
ube

に
「
荒
川

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ー
ツ
団
ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
開

設
。
楽
し
く
、
真
面
目
に
ご
み
問
題
や
そ

の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の

動
画
を
見
て
、
感
想
を
寄
せ
た
り
、「
い

い
ね
」
な
ど
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
だ

け
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
そ
う
で

す
。も

う
１
つ
は
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
微
小
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
）
を
使
っ
て
、
イ
ヤ

リ
ン
グ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
る
活

動
「aid to

（
エ
イ
ド
ト
ゥ
」。
Ａ
Ｃ
Ｆ
の

ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
み
の
問
題

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
作
り
方
を
説
明
。
最

終
的
に
は
想
像
を
超
え
る
素
敵
な
も
の
が

で
き
あ
が
り
ま
す
！
「
こ
れ
を
知
り
合
い

に
見
せ
て
、ご
み
の
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
ま
す
」
と

Ａ
Ｃ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
。

■

全
国
に
広
が
る
市
民
・
大
学
・
企
業
・

行
政
の
取
り
組
み

最
後
に
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
の
活
動
の
今
後
に
つ

い
て
、
事
務
局
の
今
村
和か
ず

志ゆ
き

さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。「
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
と
こ

ろ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
動
き
が
あ
り
、
企
業

各
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
か
ら
授
業
の
依
頼
も
あ

り
ま
す
。
全
国
に
は
こ
う
し
た
河
川
を
守

る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
数
多
く
あ
る

の
で
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

行
政
、企
業
、大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、
今
年

か
ら
大
阪
の
淀
川
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
」

と
の
こ
と
。

「
ご
み
を
拾
っ
た
人
は
ご
み
を
捨
て
な

い
」
と
い
う
法
則
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た

ち
が
１
回
で
も
よ
い
か
ら
ご
み
を
拾
う
体

験
を
し
て
、
そ
の
体
験
か
ら
、
ご
み
を
捨

て
な
い
、
あ
る
い
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い

こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
川
は

も
っ
と
も
っ
と
豊
か
に
な
っ
て
、
多
く
の

恵
み
を
私
た
ち
生
き
も
の
全
て
に
も
た
ら

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Clean

（
き
れ
い
に
す
る
）
＋A

id

（
助

け
る
）
の
２
つ
の
言
葉
か
ら
成
る
造
語
で

す
。「
ご
み
を
拾
っ
て
、自
然
を
助
け
る（
豊

か
に
す
る
）
活
動
」
を
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
行
事
に
参
加
し

た
市
民
団
体
が
中
心
と
な
り
、
１
９
９
７

年
に
任
意
団
体
の
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ

ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
認
証
さ

れ
、
ご
み
拾
い
を
中
心
に
、
環
境
教
育
や

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
に
も
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

■

コ
ロ
ナ
禍
で
は�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動

「
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
」
は
、
市
民

と
行
政
と
企
業
に
よ
る
協
働
の
取
り
組
み

で
す
。２
０
１
９
年
に
は
年
間
１
９
０
回
、

参
加
人
数
１
万
人
以
上
だ
っ
た
活
動
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
２
年
に
は
75
回
、
約

２
千
人
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
（
前
ペ
ー

ジ
表
１
）。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
で
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動

1985年に10名で行った探鳥会 (野鳥観察会)が会の始まり｡ 主な活動エリアは､都内でも自然に恵まれた、八王子市･

日野市内の高尾山エリア及び浅川･多摩川と支流の流域｡野鳥や自然に親しみながら､環境保護につながる活動を行っ

ています｡ 活動は八王子市・日野市及びその近隣での探鳥会実施（年数回は遠出も）、調査活動として、コース別の月例

野鳥定期カウント、夏鳥や冬鳥、ツバメの集団ねぐら、秋のタカの渡りなど。活動の様子や開催のお知らせは、当会ホー

ムページやTwitter、年2回発行の会報『かわせみ』をぜひご覧ください。

おもな活動日:公開探鳥会 3月第2日曜（浅川/多摩川の冬鳥）､5月第2日曜（裏高尾でオオルリを探す）、10月第2日曜（浅

川に渡ってきた冬鳥）等。カワセミ会ジュニアクラブ 原則として8月除く毎月第4土曜

八王子・日野カワセミ会

子どもたちへの野鳥観察の指導や巣箱かけなども行っ

ています。流域の豊かな自然と野鳥に出会える活動です。

ぜひ、参加してみてください。当会が編集した 『見る！

聞く！歩く！高尾・浅川野鳥図鑑』 （900円+税）もお勧

め。野鳥の魅力にハマります！ カワセミ会会員一同

＊ 編集部推しポイントは、 地元の小中学校や町内会、 自然
保護団体の依頼を受けて野鳥観察を支援していること！ 
環境の保護だけではなく、 活動がさまざまな人や地域、
グループをつないでいることを感じました（編集部）

環境省プロジェクトの一環「森里川海ふるさと絵本 〈ありがとう あらかわ〉」の製作メンバーを中心に、会を2019年3月

結成。私たちは、絵本づくりを通して隅田川と地域の人たちとの深い関わり合いを知り、かつてのように綺麗な隅田

川の水辺の遊びを復活させたいと願って活動を始めました。そして乗船を楽しんで戴けるように手造りボート・乗船

時の機材を安全最優先で製作をしました。是非ご一緒に楽しんでください。

その他、今の隅田川の水質検査および勉強会、絵本「ありがとう あらかわ（荒川区版）」による隅田川と人々の生活の歴

史の読み聞かせなども行っています。

おもな活動日：臨時開催/ボート乗船会は目下、未定（於、瑞光橋公園ワンド*）。

川はともだち

ワンドは、昔は東京の物資輸送の玄関口、隅田

川越しのスカイツリーの眺望もよし、この付

近では今でもスズキやウナギも釣れる。隣接

する汐入公園では散歩はもちろんバーバキュー

もできるよ。 川はともだち一同

＊ 手造りのボートは、 安全はもちろん、デザインにおいてもこ
だわっていらっしゃるとお話されている様子から楽しさが伝
わってきました。 地域の方がより身近にある隅田川の良さを、
あらためて感じてもらえる活動だと感じました（編集部）

*ワンド…川の本流とつながっていて、
　　　　河川内の工作物などに囲まれて
　　　　池のようになっている場所

ACF の今村さん（左）と赤城さん（中央）、リコー
ジャパンの鳴島さん（右）

YouTube
「荒川ブラックスーツ団ちゃんねる」

マイクロプラスチックで作ったア
クセサリー
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NPO法人
荒川クリーンエイド・フォーラム

リコージャパンの
サステナビリティ
社会貢献活動

東京都荒川河川敷にて
「荒川クリーンエイド」を開催

23-02-367_006_特集.indd   1123-02-367_006_特集.indd   11 2023/04/06   8:57:342023/04/06   8:57:34



1985年に10名で行った探鳥会 (野鳥観察会)が会の始まり｡ 主な活動エリアは､都内でも自然に恵まれた、八王子市･

日野市内の高尾山エリア及び浅川･多摩川と支流の流域｡野鳥や自然に親しみながら､環境保護につながる活動を行っ

ています｡ 活動は八王子市・日野市及びその近隣での探鳥会実施（年数回は遠出も）、調査活動として、コース別の月例

野鳥定期カウント、夏鳥や冬鳥、ツバメの集団ねぐら、秋のタカの渡りなど。活動の様子や開催のお知らせは、当会ホー

ムページやTwitter、年2回発行の会報『かわせみ』をぜひご覧ください。

おもな活動日:公開探鳥会 3月第2日曜（浅川/多摩川の冬鳥）､5月第2日曜（裏高尾でオオルリを探す）、10月第2日曜（浅

川に渡ってきた冬鳥）等。カワセミ会ジュニアクラブ 原則として8月除く毎月第4土曜

八王子・日野カワセミ会

子どもたちへの野鳥観察の指導や巣箱かけなども行っ

ています。流域の豊かな自然と野鳥に出会える活動です。

ぜひ、参加してみてください。当会が編集した 『見る！

聞く！歩く！高尾・浅川野鳥図鑑』 （900円+税）もお勧

め。野鳥の魅力にハマります！ カワセミ会会員一同

＊ 編集部推しポイントは、 地元の小中学校や町内会、 自然
保護団体の依頼を受けて野鳥観察を支援していること！ 
環境の保護だけではなく、 活動がさまざまな人や地域、
グループをつないでいることを感じました（編集部）

環境省プロジェクトの一環「森里川海ふるさと絵本 〈ありがとう あらかわ〉」の製作メンバーを中心に、会を2019年3月

結成。私たちは、絵本づくりを通して隅田川と地域の人たちとの深い関わり合いを知り、かつてのように綺麗な隅田

川の水辺の遊びを復活させたいと願って活動を始めました。そして乗船を楽しんで戴けるように手造りボート・乗船

時の機材を安全最優先で製作をしました。是非ご一緒に楽しんでください。

その他、今の隅田川の水質検査および勉強会、絵本「ありがとう あらかわ（荒川区版）」による隅田川と人々の生活の歴

史の読み聞かせなども行っています。

おもな活動日：臨時開催/ボート乗船会は目下、未定（於、瑞光橋公園ワンド*）。

川はともだち

ワンドは、昔は東京の物資輸送の玄関口、隅田

川越しのスカイツリーの眺望もよし、この付

近では今でもスズキやウナギも釣れる。隣接

する汐入公園では散歩はもちろんバーバキュー

もできるよ。 川はともだち一同

＊ 手造りのボートは、 安全はもちろん、デザインにおいてもこ
だわっていらっしゃるとお話されている様子から楽しさが伝
わってきました。 地域の方がより身近にある隅田川の良さを、
あらためて感じてもらえる活動だと感じました（編集部）

*ワンド…川の本流とつながっていて、
　　　　河川内の工作物などに囲まれて
　　　　池のようになっている場所

特 集 特 集 川は地域のたからもの～川と市民活動～川は地域のたからもの～川と市民活動～
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多摩川を拠点として、各地の川や湖沼で獲れた水の生き物を引き受ける「おさかなポスト」の活動を通じて、外来種問

題に取り組んできました。活魚タンクを積んだ車で各地を巡り、飼いきれなくなった水の生き物をあずかり、自然界

に放つことなく次の飼い主につなげる取り組みを行っています。また、啓発の目的も兼ねて「移動水族館」「水辺の安

全教室」「自然観察会」等を開催しています。外来種を自然界に放つことの問題点、水の生き物であっても「終生飼育」

することの重要さを伝え、どうしたら解決に近づけるのかをひとりひとりに考えていただきつつ、同じような取り組

みが全国に広がることを願っています。

イベントは随時Facebookで告知していますので、ぜひスタッフとしてご参加ください。また、外来種を釣った・捕ま

えた場合は、決してリリースをせず、当会までご一報ください。

おさかなポストの会

次々新しい楽しい取り組みを企画するとともに、今まで

行ってきたことも決して疎かにはしないよう、日々活動

しています。それでもすべての原動力は『楽しい』ことで

あること。皆さんのご参加お待ちしております。

＊ 飼い主が捨てた熱帯魚やカメなどが各地の川や湖で繁殖して
在来種の生き物を圧迫しています（→16ページ）。 そうした問題
を考える取り組みにふれて、 自然環境に関する知識・意識をワ
ンランク深めてみませんか？ （編集部）

東京都葛飾区新小岩北地区は、荒川・中川・新中川という三つの河川に囲まれた地域。低地帯であるこの地域は「浸水」

のリスクとともに「親水」の可能性を持っています。ア！安全・快適街づくりは、こうした地域で、防災や街づくりをコ

ンセプトに、2002年から活動をしています。地域住民や専門家、大学、行政等、多様な人や団体が集って知恵や経験を

共有する輪中会議のほか、勉強会やシンポジウム、河川の調査、ボートによる避難・救助体験、小学校などへの出前授

業､防災体験アプリの開発など、活動は多岐にわたります。

おもな活動：輪中会議 *、出前授業、ボートによる避難・救助体験、年刊誌の発行、中学校での部活支援など

各所活動日：随時ホームページでお知らせいたします。

NPO法人 ア！安全・快適街づくり

「防災“も”街づくり」をキーワードに活動してい

ます。私たちの活動事例が、ほかの低地帯の市街

地のモデルとなり、発信されることを願ってい

ます。他の地域の人も多く参加しています。ご関

心ある方は、ご一報ください。

＊ かつて本誌で取材した際、メンバーの方々が活動について
楽しそうに話されていたのが印象的でした。 �地縁�と�知縁�
を生かして「安全快適な東京一番の街に」という気概が感
じられます！ （編集部）

（上）輪中会議 （下）防災アプリ開発 / ボート訓練 / 出前授業の様子

*輪中会議…多様な人や団体がまちづくりについて話し合う場

ネットワーク  2023/4 13

23-02-367_006_特集.indd   1323-02-367_006_特集.indd   13 2023/04/06   8:57:342023/04/06   8:57:34



野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
が
次
々
と
整

備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
＊
２
。

こ
う
し
た
な
か
、
昔
の
よ
う
な
自
然
に

あ
ふ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
に
歓
声

を
あ
げ
る
川
を
取
り
戻
そ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
、
わ
た
し
の
よ
う
な
川
遊
び
を
体
験
し

た
世
代
が
中
心
に
な
っ
て
声
を
あ
げ
ま
し

た
。
日
本
の
川
づ
く
り
を
変
え
て
い
こ
う

と
河
川
管
理
者
も
交
え
て
話
し
合
っ
た

り
、
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
て
い
た

近
自
然
河
川
工
法
に
着
目
し
て
勉
強
会
を

開
い
た
り
し
ま
し
た
。
多
自
然
川
づ
く
り

（
写
真
１
）
と
日
本
で
は
呼
ん
で
い
ま
す
。

川
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
の
盛
り
上
が

り
を
背
景
に
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年

に
河
川
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
＊
３
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
「
治
水
」「
利
水
」
に
「
河

川
環
境
の
整
備
と
保
全
」
が
加
え
ら
れ
た

点
で
す
。
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
豊
か
な
自

然
に
ふ
れ
子
ど
も
が
遊
べ
る
川
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
、
世
界
的
に
気

候
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
、
洪
水
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
日
本
で
は
森
林
や

時
に
は
田
ん
ぼ
が
雨
水
を
貯
留
す
る
役
目

を
果
た
し
て
き
た
よ
う
に
、
川
だ
け
で
は

な
く
流
域
全
体
で
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
、
国
土
交
通
省
で
は

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
洪
水
と
共
存

し
、
し
か
も
自
然
豊
か
な
川
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
両
立

に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

■

川
で
の
リ
ア
ル
な
体
験
が�

い
い
川
づ
く
り
の
推
進
力

“
い
い
川
”
づ
く
り
へ
の
理
解
を
広
め

る
に
は
、
川
で
の
リ
ア
ル
な
体
験
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
学
校
の
授
業
や
住
民

活
動
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
川
に

連
れ
て
行
き
、
ま
ず
は
川
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

「
い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
は
昨
年
で
24
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
全
国
各
地
か
ら
“
い
い
川
”
と
思

う
事
例
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
２
日
間

に
わ
た
り
議
論
し
、
川
の
タ
カ
ラ
モ
ノ

4

4

4

4

4

を

発
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
（
写
真

２
）。
地
域
の
人
た
ち
で
お
祭
り
を
や
っ

た
り
、
川
の
清
掃
を
し
た
り
、
川
の
中
に

入
っ
て
遊
ん
だ
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
高
校
生
や
大

学
生
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
い
こ

と
だ
な
と
思
い
ま
す
。 

実
は
こ
の
「
い
い
川
」
に
は
定
義
が
あ

り
ま
せ
ん
。
川
は
一
本
一
本
違
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ど

こ
ら
辺
が
い
い
の
だ
ろ
う
と
質
問
し
た
り

す
る
う
ち
に
、
思
わ
ぬ
“
い
い
川
”
の
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
川
と
地

域
の
関
係
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

多
自
然
川
づ
く
り
：
自
然
な
ど
に
配
慮
し
た
川
づ

く
り
。
良
好
な
川
の
環
境
を
取
り
戻
し
人
と
川
と

の
関
係
を
作
り
な
お
そ
う
と
す
る
取
組
み
。

■

日
本
の
川
づ
く
り
の
変
遷

わ
た
し
は
長
崎
県
出
身
で
す
が
、
子
ど

も
の
頃
は
川
や
山
で
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で

す
。
小
さ
な
川
に
虫
や
鳥
、
魚
が
い
て
、

川
沿
い
の
石
垣
の
上
に
は
み
か
ん
や
柿
の

木
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
遊
び
場
で
し

た
。
川
に
は
お
も
し
ろ
さ
だ
け
で
な
く
怖

さ
も
あ
っ
て
、
水
遊
び
や
生
き
物
と
の
ふ

れ
あ
い
に
は
感
動
を
覚
え
た
も
の
で
す
。

高
度
経
済
成
長
期
（
１
９
６
０
～
80
年

頃
）、
家
庭
排
水
な
ど
の
流
入
か
ら
川
の
水

質
汚
濁
が
問
題
に
な
り
、
川
に
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
看
板
が
そ
こ

ら
中
の
川
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
川
の
構
造
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
河
川
を
管
理
す
る
国
や
自
治
体
は
治

水
＊
１
を
第
一
に
工
事
を
進
め
、
洪
水
対
策

と
し
て
大
量
の
雨
水
を
早
く
海
ま
で
流
す

た
め
、
街
中
の
河
川
は
平
ら
で
ツ
ル
ツ
ル

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
様
変
わ
り
し
、

川
に
お
り
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
都
市
部
で
は
地
価
が
高
騰
し
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
だ
っ
た
河
原
に
は

護
岸
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た

３
面
張
り
と
言
わ
れ
る
川
も
、
か
つ
て
は

土
手
に
草
花
が
咲
き
魚
の
泳
ぐ
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
を
映
し

出
す
河
川
環
境
を
40
年
以
上
、
み
つ
め
て

き
た
山
道
省
三
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

多摩川を拠点として、各地の川や湖沼で獲れた水の生き物を引き受ける「おさかなポスト」の活動を通じて、外来種問

題に取り組んできました。活魚タンクを積んだ車で各地を巡り、飼いきれなくなった水の生き物をあずかり、自然界

に放つことなく次の飼い主につなげる取り組みを行っています。また、啓発の目的も兼ねて「移動水族館」「水辺の安

全教室」「自然観察会」等を開催しています。外来種を自然界に放つことの問題点、水の生き物であっても「終生飼育」

することの重要さを伝え、どうしたら解決に近づけるのかをひとりひとりに考えていただきつつ、同じような取り組

みが全国に広がることを願っています。

イベントは随時Facebookで告知していますので、ぜひスタッフとしてご参加ください。また、外来種を釣った・捕ま

えた場合は、決してリリースをせず、当会までご一報ください。

おさかなポストの会

次々新しい楽しい取り組みを企画するとともに、今まで

行ってきたことも決して疎かにはしないよう、日々活動

しています。それでもすべての原動力は『楽しい』ことで

あること。皆さんのご参加お待ちしております。

＊ 飼い主が捨てた熱帯魚やカメなどが各地の川や湖で繁殖して
在来種の生き物を圧迫しています（→16ページ）。 そうした問題
を考える取り組みにふれて、 自然環境に関する知識・意識をワ
ンランク深めてみませんか？ （編集部）

東京都葛飾区新小岩北地区は、荒川・中川・新中川という三つの河川に囲まれた地域。低地帯であるこの地域は「浸水」

のリスクとともに「親水」の可能性を持っています。ア！安全・快適街づくりは、こうした地域で、防災や街づくりをコ

ンセプトに、2002年から活動をしています。地域住民や専門家、大学、行政等、多様な人や団体が集って知恵や経験を

共有する輪中会議のほか、勉強会やシンポジウム、河川の調査、ボートによる避難・救助体験、小学校などへの出前授

業､防災体験アプリの開発など、活動は多岐にわたります。

おもな活動：輪中会議 *、出前授業、ボートによる避難・救助体験、年刊誌の発行、中学校での部活支援など

各所活動日：随時ホームページでお知らせいたします。

NPO法人 ア！安全・快適街づくり

「防災“も”街づくり」をキーワードに活動してい

ます。私たちの活動事例が、ほかの低地帯の市街

地のモデルとなり、発信されることを願ってい

ます。他の地域の人も多く参加しています。ご関

心ある方は、ご一報ください。

＊ かつて本誌で取材した際、メンバーの方々が活動について
楽しそうに話されていたのが印象的でした。 �地縁�と�知縁�
を生かして「安全快適な東京一番の街に」という気概が感
じられます！ （編集部）

（上）輪中会議 （下）防災アプリ開発 / ボート訓練 / 出前授業の様子

*輪中会議…多様な人や団体がまちづくりについて話し合う場

川
で
の
リ
ア
ル
な
体
験
を
原
点
に

～“
い
い
川
”
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

多
摩
川
セ
ン
タ
ー　

代
表
理
事　

山
道
省
三

写真１　黒目川（埼玉県 朝霞市）の “いい川” づくり。
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ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策
を
す
る
人

た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
散
策

に
は
た
だ
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
人
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ぼ
ー
っ
と
す
る
よ
う
な

空
間
が
街
中
に
は
な
い
ん
で
す
。
水
が
流

れ
、
ほ
の
か
な
草
や
花
の
匂
い
が
し
て
鳥

が
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
場
所
で
、
何
を
す

る
で
も
な
く
太
陽
や
風
に
当
た
っ
て
過
ご

す
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、
そ
ん
な
空
間

が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
今
で
は
宝
物
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
わ
た
し
は
自
転
車
で
多
摩

川
両
岸
を
、
四
季
ご
と
に
河
口
か
ら
羽
村

間
の
往
復
約
１
２
０
キ
ロ
走
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
人
に
会
わ
な

い
と
か
、部
屋
に
い
る
と
か
で
は
な
く
て
、

外
に
出
て
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
川

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
う
え
で
、

と
て
も
い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
川
に

は
人
工
的
な
も
の
が
無
く
、
広
い
空
と
流

れ
と
草
や
樹
木
に
あ
ふ
れ
た
空
間
で
あ
れ

ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

＊
１　

 

水
害
や
土
砂
災
害
を
防
ぐ
こ
と
。
堤

防
や
ダ
ム
、
護
岸
、
遊
水
池
等
の
整

備
が
あ
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
気
候
変

動
に
と
も
な
い
頻
発
す
る
水
害
・
土

砂
災
害
等
に
対
し
、
国
土
交
通
省
で

は
「
流
域
治
水
」
の
考
え
方
を
も
と

に
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

＊
２　

 

１
９
６
４
（
昭
39
）
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
国
民
の
健
康

と
体
力
増
強
の
方
針
が
打
出
さ
れ
、

大
都
市
周
辺
で
は
企
業
等
が
占
用
し

て
い
た
河
川
敷
を
、
一
般
市
民
向
け

の
広
場
や
運
動
場
等
に
開
放
す
る
動

き
が
促
進
し
た
。

＊
３　

 

法
改
正
の
背
景
に
は
当
時
社
会
問
題
と

な
っ
た
長
良
川
河
口
堰
を
め
ぐ
る
自
然

保
護
運
動
や
根
強
い
川
の
自
然
復
元
要

請
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の

法
改
正
の
焦
点
は
「
地
域
住
民
の
意
見

の
反
映
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、

こ
れ
に
よ
り
水
系
ご
と
の
「
河
川
整
備

計
画
」
に
住
民
参
加
の
道
が
ひ
ら
け
た
。

＊
４　

 『
西
暦
２
０
２
０
年
の
多
摩
川
を
記
録

す
る
運
動
活
動
報
告
書
』
は
多
摩
川

資
料
室
（
二
ヶ
領
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
内
）
で
そ
の
他
の
多
摩
川
文
献
と

と
も
に
閲
覧
可
能
。

■

さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
東
京
の
川�

�

～
一
級
河
川
か
ら
暗あ

ん

渠き
ょ

ま
で

多
摩
川
や
荒
川
な
ど
の
一
級
河
川
は
、
国

土
の
安
全
と
福
祉
に
供
す
る
う
え
で
と
く

に
重
要
と
さ
れ
る
河
川
で
、
国
土
交
通
省

が
管
理
し
、
そ
の
ほ
か
の
二
級
河
川
は
都
道

府
県
が
管
理
に
あ
た
り
ま
す
。
本
流
に
流

れ
込
む
支
流
を
含
め
て
多
摩
川
水
系
、
荒

川
水
系
な
ど
と
呼
び
ま
す
。
原
則
と
し
て

河
川
は
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
が

（
自
由
使
用
の
原
則
）、
他
人
の
利
用
を
妨
げ

た
り
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
施
設
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
河
川

法
で
一
定
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
武
蔵
野
台
地
や
多
摩
丘
陵
の

谷
戸
か
ら
、
湧
き
水
を
水
源
と
し
た
小
さ

な
川
が
た
く
さ
ん
流
れ
出
し
て
い
ま
す
。

渋
谷
川
の
よ
う
に
、
今
は
蓋
を
さ
れ
、
そ

の
上
が
歩
道
に
な
っ
た
川
（
暗
渠
：
写
真

３
・
ｐ
16
参
照
）
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
雨

が
降
っ
た
と
き
に
耳
を
澄
ま
す
と
、
ざ
ー

と
水
が
流
れ
る
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

■

身
近
に
川
の
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

多
摩
川
で
人
び
と
が
何
を
し
て
い
る
か
、

西
暦
２
０
２
０
年
か
ら
10
年
ご
と
に
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
多
摩
川
の
両
岸
の
堤
防
の
上
を
１
～

２
キ
ロ
歩
い
て
も
ら
い
、
ど
ん
な
利
用
を

し
て
い
る
か
を
記
録
す
る
も
の
で
す
＊
４
。

3
回
目
の
２
０
２
１
年
に
は
約
60
人
の
ボ

ど
ん
な
気
候
や
地
形
に
も
、
動
物
・
植
物
か
ら
微
生
物
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
暮
ら
し
て

い
て
、
た
が
い
に
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
世
界
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
ま
を
、

奇
跡
的
に
安
定
し
た
「シ

ス
テ
ム

系
」
で
あ
る
と
の
意
味
を
こ
め
て
「
生
態
系
」
と
呼
ぶ
。
何
十
万
年
、
何

百
万
年
か
け
て
生
物
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た
、
か
け
が
え
の
な
い
共
生
の
小
宇
宙
だ
。

と
こ
ろ
が
、
生
態
系
の
な
か
の
生
物
た
ち
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
複
雑
に
つ
な
が
り
あ
っ
て

い
る
の
で
、
種
が
ひ
と
つ
絶
滅
し
た
り
、
外
来
種
が
入
っ
て
来
た
り
、
気
候
が
変
化
し
た
り
す
る
と
、

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
生
態
系
全
体
が
影
響
を
受
け
、
自
然
環
境
は
貧
弱
化
・
脆
弱
化
し
て
し
ま
う
。

米
国
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
で
は
か
つ
て
、
野
生
動
物
を
増
や
す
目
的
で
オ
オ
カ
ミ

を
駆
除
し
た
と
こ
ろ
、、
か
え
っ
て
動
植
物
が
減
少
し
、
最
終
的
に
は
野
山
の
荒
廃
を
招
い
て
し

ま
っ
た
。
90
年
代
に
な
っ
て
オ
オ
カ
ミ
を
再
導
入
*1

す
る
と
、〈
増
え
す
ぎ
て
い
た
ヘ
ラ
ジ
カ
が

減
る
〉 

→ 〈
樹
木
が
食
害
さ
れ
ず
に
育
つ
〉 

→ 〈
木
を
必
要
と
す
る
ビ
ー
バ
ー
が
大
復
活
〉 

→ 〈
ビ
ー

バ
ー
が
作
っ
た
水
辺
に
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
や
動
物
・
植
物
が
戻
っ
て
く
る
〉と
い
う
よ
う
に
、
各
種

の
変
化
が
一
斉
に
起
こ
っ
て
、
ほ
ど
な
く
以
前
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

日
本
の
川
や
河
原
に
も
も
ち
ろ
ん
独
自
の
生
態
系
が
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
種
類
の
生
き
物

が
暮
ら
し
て
い
る
。
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
や
イ
タ
チ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
哺
乳
類
、
サ
ギ
類
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ミ

サ
ゴ
な
ど
魚
を
食
べ
る
鳥
た
ち
、
お
な
じ
み
の
カ
モ
類
、
カ
メ
や
カ
エ
ル
た
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
、

カ
ニ
や
エ
ビ
、
虫
た
ち
、
水
辺
や
河
原
に
生
え
る
植
物
の
数
々
─
─
。

で
も
、
こ
ん
に
ち
見
る
そ
れ
ら
は
、
も
と
も
と
そ
こ
に
あ
っ
た
生
態
系
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。

治
水
対
策
と
し
て
護
岸
工
事
が
徹
底
的
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、
日
本
の
川
の
自
然
環
境
は
様
変

わ
り
し
、
多
く
の
生
物
が
住
処
を
追
わ
れ
た
。
か
つ
て
日
本
中
の
川
で
見
ら
れ
た
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ

ソ
の
姿
は
も
う
ど
こ
に
も
な
い
*2

。
か
わ
り
に
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ミ
ド
リ
ガ
メ
*3

、 

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
釣
り
魚
、
河
原
を
覆
い
つ
く
す
ア
レ
チ
ウ
リ
等
々
、
過

去
に
は
い
な
か
っ
た
動
植
物
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
タ
マ
ゾ
ン
川
」
で
検
索

す
れ
ば
、
多
摩
川
で
見
つ
か
る
熱
帯
魚
の
種
類
の
多
さ
に
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
や
釣
り
人
が
放
っ
た
魚
た
ち
の
子
孫
だ
が
、
こ
の
よ

う
に
世
界
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
「
外
来
種
」
は
、
昔
か
ら
棲
ん
で
い
た
在
来
種
と
競
合
し
、
と

き
に
は
在
来
種
を
絶
滅
に
追
い
や
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
右
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

少
な
く
と
も
既
存
の
生
態
系
を
貧
弱
・
脆
弱
に
す
る
要
因
に
は
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

豊
か
な
川
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
本
来
の
形
に
近
い
健
康
な
生
態
系

が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
、
生
物
が
棲
み
や
す
い
川
づ
く
り
や
気
候
変
動
対
策
な
ど
や
る
べ
き

こ
と
は
多
い
が
、
手
近
に
で
き
る
の
は
外
来
種
を
減
ら
す
努
力
だ
ろ
う
。「
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い

で
」「
鯉
を
放
流
し
な
い
で
*4

」
と
呼
び
か
け
た
り
、
外
来
種
を
捕
ま
え
た
ら
決
し
て
リ
リ
ー
ス
し

な
い
な
ど
の
基
本
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

*1	 ある地域である種が絶滅したときに、他地域から同じ種を連れてきて（人工繁殖のうえ）地域内に放ち、再び根づかせること。日本ではトキやコウノトリの例が有名。
*2	 最後に目撃されたのは1979年で、2012年に絶滅種として認定された。絶滅原因は護岸工事のほかに水質汚染、また明治期以降の狩猟圧も大きかったとされる。
*3	 ヌートリアは南米原産の大型のネズミのなかま。猫ほどの大きさになる。ミドリガメは正式にはミシシッピアカミミガメといい、名前のとおり米国原産だ。 	
*4	 実はコイも外来種。生命力が強いうえ何でも食べるため他の動植物を圧迫しやすいとされ、IUCN（国際自然保護連合）は「侵略的外来種ワースト100」に数えている。

● 生態系と川  せ い た い け い と か わ

空
を
映
し
て
流
れ
る
水
路
全
般
を
「
開か

い
き
ょ渠

」
と
い
う
の
対
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
板
な
ど
で
蓋
を
し
た
下
を
流
れ
る
「
地
面
の
下
の
水
路
」
を

「
暗あ

ん
き
ょ渠

」
と
い
う
。

か
つ
て
東
京
の
市
街
地
は
今
よ
り
ず
っ
と
小
さ
く
、
周
囲
に
は
農
村
が

広
が
り
、
多
く
の
川
が
田
畑
を
潤
し
て
い
た
。
渋
谷
駅
周
辺
に
は
蛍
が
飛

び
交
い
、
原
宿
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
の
あ
た
り
で
は
穏お

ん
で
ん
が
わ

田
川
が
水
車
を

回
し
て
い
た
。
現
在
の
代
々
木
公
園
の
西
に
は
河こ

う
ほ
ね
が
わ

骨
川
が
音
を
た
て
、
童

謠
『
春
の
小
川
』
が
生
ま
れ
た
。

関
東
大
震
災
以
降
、
街
は
郊
外
に
向
け
て
大
き
く
広
が
り
は
じ
め
た
が
、

下
水
道
の
整
備
が
後
手
々
々
に
ま
わ
っ
た
た
め
、
川
は
生
活
排
水
の
捨
て

場
と
な
っ
た
。
や
が
て
多
く
の
川
は
ひ
ど
い
悪
臭
を
放
つ
「
ド
ブ
川
」
と
な

り
、
臭
い
に
耐
え
か
ね
た
地
域
住
民
が
「
川
に
蓋
を
し
て
ほ
し
い
」
と
行
政

に
う
っ
た
え
る
事
例
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
と
、
街
並
み
美
化
を
進
め
る
動
き
の
中
で
、
こ
う
し
た

川
の
多
く
は
蓋
を
さ
れ
て
「
下
水
道
」
と
な
り
、
姿
を
消
し
た
─
─
。

現
在
、
東
京
の
街
を
歩
い
て
い
て
、
あ
る
い
は
地
図
を
眺
め
て
い
て
、
曲

が
り
く
ね
っ
て
続
く
長
め
の
緑
道
を
見
つ
け
た
な
ら
、
十
中
八
九
そ
れ
は

暗
渠
で
あ
り
、
か
つ
て
そ
こ
に
川
が
流
れ
て
い
た
名
残
り
だ
。
少
し
注
意

し
て
歩
け
ば
、「
○
○
川
緑
道
」
な
ど
と
名
づ
け
た
標
識
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
か
に
は
世
田
谷
区
の
北
沢
川
緑
道
の
よ
う
に
、
暗
渠
の
上

の
緑
道
に
新
た
に
せ
せ
ら
ぎ
を
設
け
て
水
を
流
し
、
地
域
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
メ
ダ
カ
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
姿

も
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

谷や
ば
た
が
わ

端
川
、
桃も

も
ぞ
の
が
わ

園
川
、
田た

が
ら
が
わ

柄
川
、
蛇

じ
ゃ
く
ず
れ
が
わ

崩
川
、
九く

ほ
ん
ぶ
つ
が
わ

品
仏
川
…
…
か
つ
て
あ
っ
た

川
の
名
前
を
冠
し
た
緑
道
も
東
京
に
は
多
い
が
、
名
も
知
れ
ぬ
小
川
に
蓋

を
し
た
だ
け
の
暗
渠
は
探
せ
ば
そ
こ
か
し
こ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
近
は
暗
渠
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
も
人
気
が
あ
る
し
、
暗
渠
探
訪
ツ
ア
ー

の
よ
う
な
催
し
も
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

の
ん
び
り
街
を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
も
川
の
痕
跡
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
た
ろ
う
。
か
つ
て
の
川
を
想
い
、
そ
こ
に
あ
っ
た
風

景
や
暮
ら
し
を
想
像
し
て
み
る
い
と
な
み
は
、
あ
な
た
の
東
京
ラ
イ
フ
を

ひ
と
き
わ
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

● 東京の暗渠  とうきょうの あ ん きょ

文責＊編集部コラム へんコラ 

山道省三（やまみちしょうぞう）

1949 年、長 崎 県 長 与町 生ま
れ。子どもの頃、川や魚と慣
れ親しむ。NPO 法人多摩川セ
ンター、NPO 法人全国水環境
交流会の立ち上げから関わり、
現在は両団体の代表を兼任。
住民の社会参加、NPO の運営
等、仕組みづくりを進めている。

NPO 法人多摩川センターは、渋
谷区にある事務局や「多摩川ふ
れあい教室（府中市郷土の森
博物館内）」を拠点に、川関連
の調査やイベント開催等を通じ
“いい川” づくりや
“いい川” の保全、
普及に努めている。

写真３　暗渠の上の道（渋谷区）。
写真２　 ステージでの “いい川” づくりの取り組み発表（い

い川・いい川づくりワークショップ 2022 年開催）。
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ど
ん
な
気
候
や
地
形
に
も
、
動
物
・
植
物
か
ら
微
生
物
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
暮
ら
し
て

い
て
、
た
が
い
に
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
世
界
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
ま
を
、

奇
跡
的
に
安
定
し
た
「シ

ス
テ
ム

系
」
で
あ
る
と
の
意
味
を
こ
め
て
「
生
態
系
」
と
呼
ぶ
。
何
十
万
年
、
何

百
万
年
か
け
て
生
物
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た
、
か
け
が
え
の
な
い
共
生
の
小
宇
宙
だ
。

と
こ
ろ
が
、
生
態
系
の
な
か
の
生
物
た
ち
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
複
雑
に
つ
な
が
り
あ
っ
て

い
る
の
で
、
種
が
ひ
と
つ
絶
滅
し
た
り
、
外
来
種
が
入
っ
て
来
た
り
、
気
候
が
変
化
し
た
り
す
る
と
、

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
生
態
系
全
体
が
影
響
を
受
け
、
自
然
環
境
は
貧
弱
化
・
脆
弱
化
し
て
し
ま
う
。

米
国
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
で
は
か
つ
て
、
野
生
動
物
を
増
や
す
目
的
で
オ
オ
カ
ミ

を
駆
除
し
た
と
こ
ろ
、、
か
え
っ
て
動
植
物
が
減
少
し
、
最
終
的
に
は
野
山
の
荒
廃
を
招
い
て
し

ま
っ
た
。
90
年
代
に
な
っ
て
オ
オ
カ
ミ
を
再
導
入
*1

す
る
と
、〈
増
え
す
ぎ
て
い
た
ヘ
ラ
ジ
カ
が

減
る
〉 

→ 〈
樹
木
が
食
害
さ
れ
ず
に
育
つ
〉 

→ 〈
木
を
必
要
と
す
る
ビ
ー
バ
ー
が
大
復
活
〉 

→ 〈
ビ
ー

バ
ー
が
作
っ
た
水
辺
に
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
や
動
物
・
植
物
が
戻
っ
て
く
る
〉と
い
う
よ
う
に
、
各
種

の
変
化
が
一
斉
に
起
こ
っ
て
、
ほ
ど
な
く
以
前
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

日
本
の
川
や
河
原
に
も
も
ち
ろ
ん
独
自
の
生
態
系
が
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
種
類
の
生
き
物

が
暮
ら
し
て
い
る
。
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
や
イ
タ
チ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
哺
乳
類
、
サ
ギ
類
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ミ

サ
ゴ
な
ど
魚
を
食
べ
る
鳥
た
ち
、
お
な
じ
み
の
カ
モ
類
、
カ
メ
や
カ
エ
ル
た
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
、

カ
ニ
や
エ
ビ
、
虫
た
ち
、
水
辺
や
河
原
に
生
え
る
植
物
の
数
々
─
─
。

で
も
、
こ
ん
に
ち
見
る
そ
れ
ら
は
、
も
と
も
と
そ
こ
に
あ
っ
た
生
態
系
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。

治
水
対
策
と
し
て
護
岸
工
事
が
徹
底
的
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、
日
本
の
川
の
自
然
環
境
は
様
変

わ
り
し
、
多
く
の
生
物
が
住
処
を
追
わ
れ
た
。
か
つ
て
日
本
中
の
川
で
見
ら
れ
た
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ

ソ
の
姿
は
も
う
ど
こ
に
も
な
い
*2

。
か
わ
り
に
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ミ
ド
リ
ガ
メ
*3

、 

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
釣
り
魚
、
河
原
を
覆
い
つ
く
す
ア
レ
チ
ウ
リ
等
々
、
過

去
に
は
い
な
か
っ
た
動
植
物
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
タ
マ
ゾ
ン
川
」
で
検
索

す
れ
ば
、
多
摩
川
で
見
つ
か
る
熱
帯
魚
の
種
類
の
多
さ
に
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
や
釣
り
人
が
放
っ
た
魚
た
ち
の
子
孫
だ
が
、
こ
の
よ

う
に
世
界
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
「
外
来
種
」
は
、
昔
か
ら
棲
ん
で
い
た
在
来
種
と
競
合
し
、
と

き
に
は
在
来
種
を
絶
滅
に
追
い
や
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
右
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

少
な
く
と
も
既
存
の
生
態
系
を
貧
弱
・
脆
弱
に
す
る
要
因
に
は
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

豊
か
な
川
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
本
来
の
形
に
近
い
健
康
な
生
態
系

が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
、
生
物
が
棲
み
や
す
い
川
づ
く
り
や
気
候
変
動
対
策
な
ど
や
る
べ
き

こ
と
は
多
い
が
、
手
近
に
で
き
る
の
は
外
来
種
を
減
ら
す
努
力
だ
ろ
う
。「
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い

で
」「
鯉
を
放
流
し
な
い
で
*4

」
と
呼
び
か
け
た
り
、
外
来
種
を
捕
ま
え
た
ら
決
し
て
リ
リ
ー
ス
し

な
い
な
ど
の
基
本
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

*1	 ある地域である種が絶滅したときに、他地域から同じ種を連れてきて（人工繁殖のうえ）地域内に放ち、再び根づかせること。日本ではトキやコウノトリの例が有名。
*2	 最後に目撃されたのは1979年で、2012年に絶滅種として認定された。絶滅原因は護岸工事のほかに水質汚染、また明治期以降の狩猟圧も大きかったとされる。
*3	 ヌートリアは南米原産の大型のネズミのなかま。猫ほどの大きさになる。ミドリガメは正式にはミシシッピアカミミガメといい、名前のとおり米国原産だ。 	
*4	 実はコイも外来種。生命力が強いうえ何でも食べるため他の動植物を圧迫しやすいとされ、IUCN（国際自然保護連合）は「侵略的外来種ワースト100」に数えている。

● 生態系と川  せ い た い け い と か わ

空
を
映
し
て
流
れ
る
水
路
全
般
を
「
開か

い
き
ょ渠

」
と
い
う
の
対
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
板
な
ど
で
蓋
を
し
た
下
を
流
れ
る
「
地
面
の
下
の
水
路
」
を

「
暗あ

ん
き
ょ渠

」
と
い
う
。

か
つ
て
東
京
の
市
街
地
は
今
よ
り
ず
っ
と
小
さ
く
、
周
囲
に
は
農
村
が

広
が
り
、
多
く
の
川
が
田
畑
を
潤
し
て
い
た
。
渋
谷
駅
周
辺
に
は
蛍
が
飛

び
交
い
、
原
宿
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
の
あ
た
り
で
は
穏お

ん
で
ん
が
わ

田
川
が
水
車
を

回
し
て
い
た
。
現
在
の
代
々
木
公
園
の
西
に
は
河こ

う
ほ
ね
が
わ

骨
川
が
音
を
た
て
、
童

謠
『
春
の
小
川
』
が
生
ま
れ
た
。

関
東
大
震
災
以
降
、
街
は
郊
外
に
向
け
て
大
き
く
広
が
り
は
じ
め
た
が
、

下
水
道
の
整
備
が
後
手
々
々
に
ま
わ
っ
た
た
め
、
川
は
生
活
排
水
の
捨
て

場
と
な
っ
た
。
や
が
て
多
く
の
川
は
ひ
ど
い
悪
臭
を
放
つ
「
ド
ブ
川
」
と
な

り
、
臭
い
に
耐
え
か
ね
た
地
域
住
民
が
「
川
に
蓋
を
し
て
ほ
し
い
」
と
行
政

に
う
っ
た
え
る
事
例
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
と
、
街
並
み
美
化
を
進
め
る
動
き
の
中
で
、
こ
う
し
た

川
の
多
く
は
蓋
を
さ
れ
て
「
下
水
道
」
と
な
り
、
姿
を
消
し
た
─
─
。

現
在
、
東
京
の
街
を
歩
い
て
い
て
、
あ
る
い
は
地
図
を
眺
め
て
い
て
、
曲

が
り
く
ね
っ
て
続
く
長
め
の
緑
道
を
見
つ
け
た
な
ら
、
十
中
八
九
そ
れ
は

暗
渠
で
あ
り
、
か
つ
て
そ
こ
に
川
が
流
れ
て
い
た
名
残
り
だ
。
少
し
注
意

し
て
歩
け
ば
、「
○
○
川
緑
道
」
な
ど
と
名
づ
け
た
標
識
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
か
に
は
世
田
谷
区
の
北
沢
川
緑
道
の
よ
う
に
、
暗
渠
の
上

の
緑
道
に
新
た
に
せ
せ
ら
ぎ
を
設
け
て
水
を
流
し
、
地
域
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
メ
ダ
カ
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
姿

も
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

谷や
ば
た
が
わ

端
川
、
桃も

も
ぞ
の
が
わ

園
川
、
田た

が
ら
が
わ

柄
川
、
蛇

じ
ゃ
く
ず
れ
が
わ

崩
川
、
九く

ほ
ん
ぶ
つ
が
わ

品
仏
川
…
…
か
つ
て
あ
っ
た

川
の
名
前
を
冠
し
た
緑
道
も
東
京
に
は
多
い
が
、
名
も
知
れ
ぬ
小
川
に
蓋

を
し
た
だ
け
の
暗
渠
は
探
せ
ば
そ
こ
か
し
こ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
近
は
暗
渠
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
も
人
気
が
あ
る
し
、
暗
渠
探
訪
ツ
ア
ー

の
よ
う
な
催
し
も
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

の
ん
び
り
街
を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
も
川
の
痕
跡
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
た
ろ
う
。
か
つ
て
の
川
を
想
い
、
そ
こ
に
あ
っ
た
風

景
や
暮
ら
し
を
想
像
し
て
み
る
い
と
な
み
は
、
あ
な
た
の
東
京
ラ
イ
フ
を

ひ
と
き
わ
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

● 東京の暗渠  とうきょうの あ ん きょ
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自分のジェンダーとセクシュアリティを
すべての人が大切にできる社会に向けて

セルフヘルプ
という力㉞

LGBTQ、性的マイノリティと理解・
関心のある人の居場所　lag（ラグ）

　

今
回
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
※
１
）、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
理
解
・
関
心
の
あ
る
人
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
ｌ
ａ

ｇ
（
ラ
グ
）
の
ま
さ
よ
し
さ
ん
と
ゆ
う
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

心
が
楽
に
な
る
場
を
求
め
て

ま
さ
よ
し
さ
ん　
私
は
普
段
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
や
そ
の
周

り
の
人
の
相
談
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
（
※
２
）

で
も
あ
る
ト
ラ
ン
ス
男
性
（
※
３
）

で
す
。

性
自
認
は
ほ
と
ん
ど
男
性
寄
り
で
、
こ
こ

4
～
5
年
で
性
別
を
移
行
し
、
今
は
男
性

と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
治

療
を
し
て
名
前
も
改
名
し
、
男
性
と
し
て

過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
ず
っ
と
あ
っ
た
「
死
に
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

は
息
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

か
、
生
き
て
い
る
感
覚
を
取
り
戻
し
て
き

た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

幼
少
期
か
ら
自
分
の
こ
と
は
分
か
っ
て

も
ら
え
な
い
と
、
気
持
ち
に
蓋
を
し
て
我

慢
す
る
こ
と
が
多
く
、
親
の
期
待
や
他
人

に
合
わ
せ
た
り
、
異
性
愛
の
女
性
を
演
じ

る
こ
と
が
長
年
の
ク
セ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
感
じ
て
い
た

女
性
を
好
き
に
な
る
気
持
ち
を
認
め
ら
れ

た
の
は
、
自
分
の
性
別
違
和
感
を
受
け
入

れ
て
か
ら
、も
う
少
し
後
で
す
。苦
し
か
っ

た
時
期
は
、
少
し
で
も
心
が
楽
に
な
る
当

事
者
の
交
流
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
交
流
会
に
参

加
し
な
が
ら
自
分
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
で
は
な
い

け
れ
ど
完
全
に
男
性
と
も
言
い
切
れ
な
い

感
覚
の
こ
と
も
話
せ
る
場
所
が
欲
し
い

と
、
２
０
１
６
年
９
月
に
ｌ
ａ
ｇ
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。今
は
、戸
籍
上
女
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ゆ
う
さ
ん　
私
は
普
段
、
出
版
物
に
関
わ

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
ノ
ン
バ

イ
ナ
リ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
女
性
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
け
れ

ど
、
男
性
で
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
。

小
学
校
へ
入
る
前
か
ら
、
自
分
は
結
婚
し

な
い
だ
ろ
う
、
子
ど
も
は
産
ま
な
い
だ
ろ

う
、
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
戸
籍

上
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
、
20
年
近
く
一

緒
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
社
会
的
に
何
も

保
障
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
ち
ら
か
ら
何

も
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
自
分
が
社

会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
感

覚
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
自
分
の
こ
と
を
ト
ラ
ン
ス
男

性
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
女
性
が
好

き
＝
男
性
」
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
。
で
も
、
別
に
男
性
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
く
、
手
術
も
し
た
く
な
い
し
、

か
と
い
っ
て
女
性
と
し
て
見
ら
れ
る
の
は

す
ご
く
嫌
だ
な
、
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ

番
組
を
見
て
、
ｌ
ａ
ｇ
の
交
流
会
が
あ
る

と
知
り
、
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

ま
さ
よ
し
さ
ん　
当
時
は
ま
だ
、
男
女
の

二
元
論
に
自
分
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
の
交
流
会
（
リ
ア
ル
開
催
）

は
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
交

流
会
を
や
っ
て
み
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
地

域
か
ら
来
て
い
た
だ
き
、
20
～
30
人
ぐ
ら

い
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
数
が

多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
一
人
で
や

る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

２
０
１
９
年
ぐ
ら
い
か
ら
少
し
ず
つ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
「
手
伝
う
よ
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
り
、
今
は
6
人
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と

ま
さ
よ
し
さ
ん　
治
療
を
受
け
て
男
性
と

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
前
は
、
自
分

の
名
前
を
呼
ば
な
い
で
欲
し
い
と
か
、「
お

母
さ
ん
」
と
呼
ば
な
い
で
欲
し
い
、
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
は
子
ど
も

が
い
る
の
で
す
が
、
子
育
て
を
し
て
い
た

と
き
、
ま
わ
り
か
ら
は
「
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ

な
女
性
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
た
び
に
「
女
性
で
は
な
い
」
と
カ
ミ
ン

セルフヘルプグループとは、共通
の悩み、問題を抱える人やその家
族が自発的に活動を行う集まりの
ことです。このコーナーでは、セ
ルフヘルプグループの思いや活動
内容を紹介し、社会の認識を深め
たり、他のグループの運営のヒン
トとなることをめざします。
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て
い
な
い
の
か
と
思
う
と
居
心
地
が
悪
く

な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
職
場
で
は
、
今
は
コ
ロ
ナ
の
た

め
に
ず
っ
と
リ
モ
ー
ト
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
救
わ
れ
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、

社
長
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
世
話
好
き
で
、
私

に
「
彼
氏
い
な
い
の
？
」
か
ら
始
ま
り
、

相
手
が
い
な
い
と
な
る
と
、
誰
か
と
会
わ

せ
よ
う
と
し
て
く
る
の
で
す
。
毎
回
嘘
を

つ
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
が
本

当
に
苦
痛
で
す
。
私
も
「
人
と
の
接
触
は

必
要
な
い
」
と
か
、「
恋
人
は
い
ら
な
い
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
を
演
じ
な
い
と
い
け
な

い
。

参
加
者
が
安
心
を
感
じ
ら
れ
る

た
め
の
工
夫

ま
さ
よ
し
さ
ん　
ｌ
ａ
ｇ
の
活
動
は
交
流

会
が
主
軸
な
の
で
す
が
、
ノ
ン
バ
イ
ナ

リ
ー
を
含
む
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方

の
参
加
が
比
較
的
多
い
で
す
。
た
だ
、
そ

れ
以
外
の
方
も
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
人
が
広
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
一
度
も
会
話
し
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
相
手
に
、
い
き
な
り
自
己
紹

介
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
は
、
結
構
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の
で
、
毎
回
必
ず
一
つ
は

え
な
い
よ
う
に
、「
性
別
欄
は
ど
ち
ら
で

も
い
い
の
で
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
く
れ
、
男
性
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
こ

と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、「
こ
の
病
院
な

ら
大
丈
夫
だ
な
」
と
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
だ
、
本
人
確
認
書
類
を
提

示
す
る
と
き
は
、
ま
だ
ま
だ
緊
張
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
ね
。
保
険
証
の
表
面
に
性

別
欄
が
書
い
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
裏
面

に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
か
、
工
夫
し
て

も
ら
え
る
と
助
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

ゆ
う
さ
ん　
医
療
関
係
だ
と
、
婦
人
科
は

結
構
き
つ
い
で
す
ね
。
初
診
の
際
に
「
異

性
と
性
交
渉
し
て
妊
娠
・
出
産
す
る
も
の

で
し
ょ
、
戸
籍
上
女
性
は
」
と
い
う
前
提

を
感
じ
、
私
の
よ
う
な
存
在
が
想
定
さ
れ
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テ
ー
マ
（
服
装
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
つ

い
て
、
好
き
な
映
画
、
音
楽
な
ど
）
を
決

め
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ル
ー
ル
を
設

け
て
、
誰
も
が
安
全
に
話
し
や
す
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
７
～
８
回

ぐ
ら
い
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

毎
回
、参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な
で
、

交
流
会
の
最
初
に
読
み
合
わ
せ
を
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
が
中
心
で
す
。
ス
タ
ッ
フ

も
合
わ
せ
て
10
～
15
人
く
ら
い
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
中
心
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
差

別
的
な
言
動
が
ひ
ど
く
、
自
分
た
ち
も
何

か
発
信
で
き
れ
ば
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

映
画
上
映
会
を
先
日
開
催
し
ま
し
た
。

ゆ
う
さ
ん　
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
、
遠
隔
地

か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す

し
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
方
で
も
参

加
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
ゆ
る
い
参
加
の
仕
方

が
で
き
る
の
は
す
ご
く
よ
い
な
っ
て
思
い

ま
す
。

　

あ
と
、親
御
さ
ん
が
最
初
に
参
加
し
て
、

そ
の
後
か
ら
お
子
さ
ん
が
少
し
だ
け
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
多
分
、
お
子
さ
ん
が
思
春
期
で
悩

ま
れ
て
い
た
の
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

グ
ア
ウ
ト
し
て
ま
わ
る
の
が
と
て
も
し
ん

ど
か
っ
た
で
す
。
一
時
期
は
、
家
の
外
に

出
る
の
も
怖
い
く
ら
い
で
し
た
。
性
別
移

行
し
て
か
ら
は
、
そ
の
苦
し
さ
が
な
く

な
っ
て
き
た
反
面
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し

て
い
な
い
場
で
過
去
の
話
を
し
づ
ら
く
、

男
性
と
し
て
生
き
て
き
た
体
で
話
す
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
、

公
衆
浴
場
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
や
、

ホ
ル
モ
ン
剤
が
切
れ
て
生
理
が
来
る
と

や
っ
ぱ
り
希
死
念
慮
が
お
き
た
り
す
る
の

で
、
お
守
り
代
わ
り
に
ホ
ル
モ
ン
剤
や
飲

み
薬
を
確
保
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

健
康
診
断
に
は
ず
っ
と
行
け
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
昨
年
、
５
年
ぶ
り
に
受
診
で

き
ま
し
た
。
受
付
の
人
が
ま
わ
り
に
き
こ

lag のグラウンドルール。内容はできるだけ簡潔にす
るよう心がけた。ルールができてから、場の雰囲気が
より和やかになったそうだ。

23-02-367_017_セルフヘルプという力.indd   1823-02-367_017_セルフヘルプという力.indd   18 2023/04/06   9:00:452023/04/06   9:00:45



ゆ
う
さ
ん　
私
は
自
分
自
身
の
当
事
者
性

に
向
き
合
え
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
、

本
当
は
自
分
が
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
ｌ
ａ
ｇ
に
か
か
わ
る
う
ち
に
気
づ

か
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ

学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。

ｌ
ａ
ｇ
を
や
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

ま
さ
よ
し
さ
ん　
ｌ
ａ
ｇ
を
立
ち
上
げ
て

個
人
的
に
よ
か
っ
た
の
は
、
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
、
同
じ
体
験
を

し
て
い
る
人
同
士
で
知
恵
を
共
有
し
あ
え

る
場
が
で
き
た
の
は
、
一
番
の
財
産
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
地
域
で
居
場
所

づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
つ
な
が

り
や
、
他
の
地
域
の
支
援
者
の
方
が
手

伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
財
産
で
す
。

ゆ
う
さ
ん　
一
口
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
言
っ
て
も
本
当
に
全
然

違
い
ま
す
。
環
境
も
違
う
し
、
危
険
を
感

じ
る
ポ
イ
ン
ト
も
全
く
真
逆
だ
っ
た
り
す

る
の
で
、「
同
じ
だ
ね
」
と
勝
手
に
ジ
ャ
ッ

ジ
し
て
は
い
け
な
い
し
、
も
う
一
歩
、「
何

で
こ
の
人
は
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
る

ん
だ
ろ
う
」
と
深
堀
り
し
て
い
く
と
、「
あ

あ
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
」
と
普

ん
だ
か
、
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
あ
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
性
別
を
移
行
す
る
た
め

の
治
療
の
話
題
や
病
院
で
の
出
来
事
な
ど

を
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

ゆ
う
さ
ん　
そ
こ
で
何
か
有
益
な
情
報
を

得
る
と
言
う
よ
り
、
自
分
の
経
験
を
吐
き

出
せ
る
場
が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
よ

ね
。
他
で
は
話
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
り
す

る
の
で
…
そ
れ
が
一
番
の
目
的
で
交
流
会

に
来
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
よ
し
さ
ん　
あ
と
、
距
離
感
は
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
仲
良
く
な

り
す
ぎ
る
こ
と
で
、
参
加
者
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
適
度
な
距

離
感
を
持
ち
な
が
ら
情
報
交
換
し
た
り
、

自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
し
た
り
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
別
の
団
体

で
は
、
差
別
的
な
言
動
を
す
る
人
た
ち
が

来
た
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
、
万
が
一
そ

の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
に
ど
う

す
る
か
を
、
毎
回
ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
内
部
で
の
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

た
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
お
互
い
に
立
場
が
違
う
と
衝
突

が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の

で
、
も
し
感
情
を
抑
え
ら
れ
ず
に
ぶ
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

な
ど
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

段
は
見
え
な
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ｌ
ａ
ｇ
に
か
か
わ
る
中
で
、「
こ

れ
は
知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と

思
う
こ
と
が
出
て
き
た
り
、
そ
れ
は
自
分

に
も
関
係
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
機
会
を

も
ら
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

ま
さ
よ
し
さ
ん　
私
自
身
、
一
人
じ
ゃ
な

い
っ
て
い
う
感
覚
を
強
く
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
受
け
と
め
合
え
る
場
所
が

あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
活
動
を
続
け
る
中
で
、
Ⅹ
ジ
ェ

ン
ダ
ー
（
※
５
）、
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
私
自
身
も
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
他
の
団
体
で

相
談
の
仕
事
に
か
か
わ
る
中
で
、
少
し
ず

つ
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う

な
、
い
ろ
い
ろ
な
相
互
作
用
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
枠
が
広
が
っ
て
き
た

よ
う
な
感
覚
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る

よ
う
な
居
場
所
も
で
き
る
と
い
い
な
、
と

少
し
ず
つ
思
い
始
め
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

ゆ
う
さ
ん　
自
分
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る

こ
と
を
気
軽
に
話
せ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け

貴
重
か
、と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

日
常
の
話
を
気
兼
ね
な
く
で
き
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
場
所
が
一
つ
で
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の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
可
能

性
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
さ
よ
し
さ
ん　
交
流
会
に
は
、
子
ど
も

で
あ
る
当
事
者
の
親
御
さ
ん
や
地
域
の
支

援
者
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

き
、
当
事
者
か
ら
は
少
し
話
し
づ
ら
さ
を

感
じ
た
、
と
い
う
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
事
者
の
み
が
参
加
で
き
る
場

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
交
流
で
き
る
場
を

分
け
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し
た
方
が
よ
い

の
か
も
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
事
者
と

ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）（
※
４
）
の
線
引
き
は
、

曖
昧
だ
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す

が
、「
安
全
」
の
感
覚
と
い
う
の
も
人
に

よ
っ
て
違
う
の
で
、
一
番
身
の
危
険
を
感

じ
て
い
る
人
の
目
線
に
合
わ
せ
た
方
が
よ

い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
中
で
は
、
例
え
ば
、
健
康
診

断
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
受
け
た
と
か
、
服

を
脱
が
な
い
と
い
け
な
い
と
き
は
ど
の
よ

う
な
服
装
で
あ
れ
ば
胸
が
目
立
た
ず
に
済

lag が作成した冊子
『といろ』
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ゆ
う
さ
ん　
私
は
、
〇
〇
ら
し
さ
の
よ
う

な
も
の
を
押
し
つ
け
ら
れ
き
て
、
結
構
大

変
で
し
た
。
多
く
の
人
が
、
何
か
し
ら
の

〇
〇
ら
し
さ
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
楽
に
生
き

ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
っ
て
伝
え
た
い

で
す
。

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
金
井
聡
（
相
談
担
当
）

�

朝
比
奈
ゆ
り
・
海
方
美
雪
（
編
集
部
）

※
１　

�

レ
ズ
ビ
ア
ン（Lesbian

：
女
性
同
性
愛
）、

ゲ
イ
（Gay

：
男
性
同
性
愛
）、
バ
イ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
（Bisexual

：
両
性
愛
）、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー（Transgender

：

出
生
時
に
割
り
当
て
ら
れ
た
性
別
と
性
自

認
が
異
な
る
状
態
）、
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン

グ
（Questioning

：
自
分
自
身
の
性
の

あ
り
方
が
わ
か
ら
な
い
、
決
め
た
く
な
い

な
ど
の
状
態
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
を
あ
ら
わ
す
概

念
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ
イ
、バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
は
性
的
指
向
（
恋
愛
や
性
的
欲
求
の

対
象
が
ど
の
性
に
向
か
う
か
）
を
示
す
の

に
対
し
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
性
自

認
（
自
分
自
身
が
ど
の
性
に
属
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
か
を
あ
ら
わ
す
）
を
示

す
概
念
で
も
あ
る
。

※
２　

�「
男
性
と
女
性
」
と
い
っ
た
二
元
論
に
と

ら
わ
れ
な
い
性
の
あ
り
方
。

※
３　

�

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
当
事
者
の
中
で
、

出
生
時
に
割
り
当
て
ら
れ
た
性
別
は
女
性

で
、
性
自
認
が
男
性
で
あ
る
人
た
ち
を
意

味
す
る
。

※
４　

�
当
事
者
へ
の
理
解
者
、
協
力
者
を
意
味
す

る
。

※
５　

�

自
分
自
身
の
性
自
認
が
男
性
で
も
女
性
で

も
な
い
と
感
じ
る
状
態
。
ノ
ン
バ
イ
ナ

リ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

を
、会
員
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

で
き
る
範
囲
で
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ゆ
う
さ
ん　
初
め
て
中
学
校
に
行
っ
て
授

業
を
す
る
と
い
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
に
は
子
ど
も
が
い
な
い
か
ら
、

子
ど
も
と
か
か
わ
る
こ
と
な
ん
て
な
い
、

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
で
も
、
中
学
校

の
と
き
の
自
分
に
話
す
よ
う
な
感
覚
だ
っ

た
ら
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
よ
し
さ
ん　
も
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
で
、
一
人
で
悩
ん
で
い
た
り
、

今
い
る
環
境
が
安
全
で
な
い
と
感
じ
る
人

が
い
た
ら
、「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
」

こ
と
、「
束
の
間
で
も
安
心
で
き
る
場
所

が
あ
る
」こ
と
、「
つ
な
が
る
場
所
が
あ
る
」

こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。
も
う
一
つ
、
男

女
別
の
シ
ー
ン
や
生
き
方
の
押
し
つ
け
な

ど
が
あ
る
環
境
で
は
、
性
的
指
向
や
性
別

違
和
感
に
つ
い
て
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
に

く
く
、
我
慢
し
て
し
ま
う
人
も
ま
だ
ま
だ

多
い
と
思
い
ま
す
。
読
者
の
方
で
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
心
が

あ
る
方
が
い
た
ら
、
ま
ず
は
知
っ
て
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
思
い
を
は
せ
て
も
ら
え
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

き
る
と
自
信
が
出
て
、
今
回
の
よ
う
な
取

材
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
ま

ず
安
全
な
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
心

の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

ま
さ
よ
し
さ
ん　
今
ま
で
の
活
動
を
と
お

し
て
で
き
た
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
仕
事
を
抱

え
な
が
ら
で
結
構
忙
し
い
た
め
、
頻
度
は

少
し
下
が
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
な

ん
ら
か
の
形
で
居
場
所
は
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
中
学
校
の

先
生
や
支
援
者
の
方
か
ら
、
講
座
や
授
業

で
話
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
声
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
に
、

ｌ
ａ
ｇ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
に
な
る

こ
と
を
、
微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
ｌ
ａ
ｇ
で
『
と
い
ろ
』
と
い
う

冊
子
を
初
め
て
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ

ま
で
イ
ベ
ン
ト
で
お
話
し
て
い
た
だ
い
た

方
の
特
集
や
、
参
加
者
の
方
々
の
エ
ッ
セ

イ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
表
紙
は
、
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
絵
具
を
持

ち
寄
っ
て
絵
を
描
き
、
ゆ
う
さ
ん
に
デ
ザ

イ
ン
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
年
か

か
っ
て
よ
う
や
く
で
き
た
の
で
す
。
労
力

も
時
間
も
か
な
り
か
か
り
ま
す
が
、
地
道

に
こ
う
い
っ
た
も
の
を
発
信
す
る
こ
と

lag（ラグ）
キーワード LGBTQ、性的マイノリティ
LGBTQ、性的マイノリティや理解・関心のある人ための交流会などを中心に、居場所づくりに取り組んでいる。
毎回、参加する際にはグラウンドルールを読んで、誰もが安心して参加できるよう配慮している。一人ひとりが自分のセクシュアリティを
差別されない社会になることをと、lag の活動を続けている。

�運営メンバー 当事者
活動内容 ・LGBTQに関する情報発信　・LGBTQ交流会の実施
　　　　　・勉強会（LGBTQなど）の実施　・オンライン上映会（トランスジェンダーの現状を知る等）
参加できる人 �ノンバイナリー、Ｘジェンダー、トランスジェンダーの方。
　　　　　　 　それ以外のアライの方の参加も歓迎です。お気軽にご連絡ください。
活動エリア 都内（主に武蔵野市など）　集まれる場 あり（状況によりオンライン開催の場合もあり）
連絡先 office.lag.dialog@gmail.com　　Webサイト等 https://lag-dialog.amebaownd.com（Webサイト）・@lag_dialog（Twitter）
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合
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
（
以
下
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）」
を
１
９
９
７
年
４

月
に
結
成
し
、
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。研

修
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
日
本
赤

十
字
社
東
京
都
支
部
に
よ
る
「
災
害
時
を

想
定
し
た
実
技
訓
練
」
や
障
害
者
団
体
と

連
携
し
た
「
ま
ち
あ
る
き
」
な
ど
の
実
技

訓
練
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
研
修
修

了
後
は
「
連
合
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｖ
Ｓ
Ｃ
）」
に

登
録
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
日

常
生
活
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
Ｖ
Ｓ
Ｔ
の
研
修

は
Ｖ
Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
講
師
を
引
き
受
け

る
な
ど
、
自
発
的
な
運
営
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

連
合
東
京
は
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て
単

に
災
害
時
の
対
応
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
だ
け
で
な
く
、多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、

人
と
人
と
が
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
得
た
知
識

や
経
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地
域
に
持

ち
帰
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し

い
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
ほ
ん
の
少

連載
Vol.7

■

連
合
東
京
の
取
り
組
み
と 

「災
害
時
の
た
め
の
市
民
協
働
　
東
京
憲
章
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
島
　
明
美
（連
合
東
京
）

■
防
災
減
災
に
む
け
た
取
り
組
み 

連
合
東
京
は
、
東
京
で
働
く
労
働
者
で

組
織
さ
れ
現
在
１
２
５
万
人
の
組
合
員
を

有
す
る
労
働
団
体
で
す
。

１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
」
発
生
当
日
、
役
職
員
そ
れ
ぞ

れ
が
対
応
に
あ
た
る
中
、
そ
の
日
の
夕
刻

か
ら
緊
急
カ
ン
パ
（
寄
付
）
を
実
施
、
そ

れ
と
並
行
し
て
、
現
地
救
援
隊
を
組
織
し

救
援
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
東
京
に
大
災

害
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
連
合

東
京
内
に
防
災
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
、

１
９
９
６
年
10
月
に
「
連
合
東
京
の
防
災

対
策
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
東
京
都

や
区
市
町
村
に
対

す
る
要
望
、企
業
・

経
営
者
団
体
に
対

す
る
要
望
を
ま
と

め
つ
つ
、
連
合
東

京
自
ら
が
行
う
防

災
対
策
と
し
て
、

教
育
訓
練
を
通
じ

た
人
材
育
成
を
行

う
こ
と
と
し
、「
連

し
や
さ
し
く
な
る
こ
と
」、
そ
ん
な
人

材
を
目
指
し
て
取
り
組
み
、
現
在
の
Ｖ

Ｓ
Ｃ
登
録
者
数
は
６
０
０
名
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。

連
合
は
大
き
な
組
織
で
は
あ
る
も
の

の
、
全
て
連
合
内
で
解
決
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
る
べ
き
災
害
に

備
え
る
た
め
に
は
、
多
く
の
方
々
と
連

携
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

多
様
な
団
体
と
連
携
し
地
域
で
顔
の
見

え
る
関
係
を
作
る
た
め
「
東
京
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
東

災
ボ
）」
が
１
９
９
８
年
１
月
に
設
立

さ
れ
、
連
合
東
京
も
参
加
団
体
に
加
わ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
労
働
組
合
連
合
が
社
会
的
な
役
割

と
し
て
市
民
活
動
と
連
携
し
て
一
緒
に

活
動
す
る
礎
を
つ
く
り
、
こ
れ
ま
で
も

東
災
ボ
の
一
員
と
し
て
、「
帰
宅
困
難

者
対
応
訓
練
」
や
「
１
・
17
灯
り
の
つ

ど
い
」
な
ど
の
防
災
・
減
災
に
向
け
た

取
り
組
み
を
は
じ
め
様
々
な
自
然
災
害

に
対
す
る
被
災
地
支
援
活
動
を
実
践
し

て
き
ま
し
た
。

連
合
東
京
は
、
普
段
か
ら
災
害
や
防

災
、
減
災
に
特
化
し
た
活
動
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

Ｖ
Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
通
じ
て
「
い
い
人
」

づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
つ
も
り
で

す
。被
災
現
場
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

が
れ
き
を
片
づ
け
る
な
ど
の
肉
体
労
働

も
必
要
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
に
い

か
に
寄
り
添
え
る
か
が
重
要
で
す
。

■
東
京
憲
章
の
一
翼
と
し
て

東
京
憲
章
は
、
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

推
進
会
議
に
お
け
る
多
様
な
団
体
と
の

連
携
事
業
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の

で
、
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
多
様
な
団
体
と

の
連
携
の
も
と
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
を
担
う
た
め

新
た
に
設
立
さ
れ
た
災
害
協
働
サ
ポ
ー

ト
東
京
（
Ｃ
Ｓ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
）
は
、

東
京
で
の
大
規
模
災
害
時
に
多
様
な
団

体
に
よ
る
連
携
・
協
働
の
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
、平
時
か
ら
の
情
報
交
換
、

経
験
交
流
を
通
じ
て
「
防
災
・
減
災
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
連
合
東
京
も

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

東
京
憲
章
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

理
解
を
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
東
京
憲
章
は
平
時
・
災
害
時

の
共
通
の
基
本
方
針
を
定
め
、
一
人
ひ

と
り
の
「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を

み
ん
な
で
支
え
守
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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文
学
者
ゆ
か
り
の
場
所
へ

　

文
学
者
ひ
と
り
を
選
び
、
そ
の
人
の

作
品
を
読
み
、
そ
の
人
に
ゆ
か
り
の
あ

る
場
所
を
訪
ね
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

る
。
こ
れ
は
、
娘
が
通
う
中
学
校
で
夏

休
み
に
出
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
。私
は
、

娘
が
選
ん
だ
文
学
者
の
「
ゆ
か
り
の
場

所
」
に
毎
回
同
行
し
、
存
分
に
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
た
。

　

中
１
で
訪
れ
た
の
は
、
三
鷹
市
山
本

有
三
記
念
館
。
彼
が
実
際
に
暮
ら
し
た

洋
館
が
記
念
館
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん

と
も
居
心
地
の
よ
い
素
敵
な
建
物
だ
っ

た
。

　

中
２
で
は
、
早
稲
田
に
あ
る
漱
石
山

房
記
念
館
を
訪
れ
た
。
そ
の
帰
り
道
、

娘
が
ぽ
つ
り
と
呟
く
。「
夏
目
漱
石
、

イ
ケ
メ
ン
だ
っ
た
」

　

た
し
か
に
記
念
館
で
見
た
漱
石
の
写

真
は
、
見
慣
れ
た
お
札
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
違
っ
て
い
た
。
表
情
が
違
う
だ
け
で

こ
れ
ほ
ど
印
象
が
異
な
る
と
は
新
し
い

発
見
だ
っ
た
。

　

中
３
で
は
、
太
宰
治
が
晩
年
に
暮
ら

し
た
三
鷹
市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
い
く
つ

か
巡
っ
た
。彼
が
眠
る
墓
に
も
行
っ
た
。

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
彼
の
墓
の
斜
め
向

か
い
に
は
、
森
鷗
外
の
墓
が
あ
る
こ
と

を
（
太
宰
は
鴎
外
を
と
て
も
尊
敬
し
て

い
た
）。
著
名
人
お
ふ
た
り
の
墓
だ
か

文学者とともに過ごす文学者とともに過ごす
やさしい時間やさしい時間

vol.27

ら
、
さ
ぞ
立
派
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
き

や
…
雑
草
が
茂
り
、
枯
れ
か
け
た
花
が

供
え
て
あ
る
の
を
目
に
し
て
拍
子
抜
け

し
た
。

　

次
に
、
太
宰
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た

と
い
う
跨と
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
へ
。
こ
の
橋
は
、
残
念

な
が
ら
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
し
が
決

ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
橋
の

上
か
ら
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。「
撮

り
鉄
」
の
聖
地
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
も
納
得
だ
。
私
は
橋
の
上
で
彼
も
見

た
で
あ
ろ
う
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
彼

の
波
乱
万
丈
す
ぎ
る
人
生
に
つ
い
て
思

い
を
巡
ら
せ
た
。

　

こ
ん
な
ふ
う
に
、「
そ
の
人
」
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
行
っ

て
、
あ
れ
こ
れ
考
え
る
の
が
好
き
だ
。

そ
の
人
は
ど
ん
な
土
地
で
ど
ん
な
両
親

の
も
と
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
時
代
を
ど

ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
、
ど
ん
な
挫
折
を

味
わ
い
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
の
か
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
人
を
愛
し
、
ど
ん
な

最
期
を
迎
え
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
知
る

こ
と
は
本
当
に
面
白
い
。

　

一
昨
年
夏
に
訪
れ
た
、
猪
苗
代
町
に

に
あ
る
野
口
英
世
記
念
館
も
よ
か
っ

た
。
彼
に
つ
い
て
大
体
の
こ
と
は
知
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
彼
の
凄
ま
じ
い
努
力

の
軌
跡
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
た
だ

た
だ
尊
敬
の
念
を
抱
く
私
で
あ
っ
た
。

彼
に
あ
や
か
り
た
く
て
、
入
館
記
念
に

も
ら
っ
た
鉛
筆
を
使
っ
て
、
半
年
後
に

迫
っ
た
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
の
勉

強
を
し
よ
う
と
心
に
決
め
た
。
も
ち
ろ

ん
試
験
当
日
も
、そ
の
鉛
筆
で
臨
ん
だ
。

英
世
さ
ん
、
そ
の
節
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
！

　

思
え
ば
、
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
伝

記
を
読
む
の
が
好
き
だ
っ
た
。
あ
れ
だ

け
多
く
の
伝
記
を
読
ん
だ
の
だ
か
ら
、

よ
い
刺
激
を
た
く
さ
ん
受
け
て
、
も
う

少
し
ま
と
も
な
人
間
に
な
っ
て
い
て
も

よ
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
け
ど
。

　

偉
人
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
に
は
た
い

し
て
着
目
せ
ず
、子
ど
も
な
が
ら
に「
こ

れ
だ
け
個
性
的
な
息
子
の
こ
と
を
、
才

能
を
潰
さ
な
い
よ
う
に
育
て
た
親
が
偉

い
よ
な
」、「
物
凄
い
才
能
を
持
っ
て
生

ま
れ
る
の
も
大
変
そ
う
だ
な
」、「
こ
の

人
と
結
婚
す
る
の
は
ご
め
ん
だ
な
」
な

ん
て
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
ま
あ

い
い
や
。
凡
人
は
凡
人
な
り
に
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
こ
う
。

�

（
早
川
幸
子
）

三鷹市山本有三記念館
三鷹市下連雀 2-12-27

［開館時間］
9：30 ～ 17：00
有三記念公園（南
側）無料 

＊ 大正末期に建てられた本格
的 な 洋 風 建 築。1994 年、
三鷹市文化財に指定。

野口英世記念館
（福島県耶麻郡猪苗代町）
＊ 入館記念にもらった鉛筆（イ

メージ）野口英世のイラス
トに「ファイト」などのメッ
セージが…

＊当センタースタッフによるコラム

北側外観（写真提供：公益財団法人三鷹
市スポーツと文化財団）

新宿区立漱石山房記念館
新宿区早稲田南町 7

［開館時間］
10：00 ～ 18：00

［展示室］1F・2F
＊導入展示（1F）無料

＊ ブックカフェ、ミュージア
ムショップ、図書室、講座
室等あり。
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●
活
動
の
始
ま
り
と
ス
タ
ン
ス

１
９
９
８
年
に
夫
の
転
勤
と
と

も
に
移
り
住
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機

の
真
っ
只
中
で
し
た
。
貧
富
の
差

の
大
き
さ
と
路
上
で
物
乞
い
を
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
日
本
で

の
自
分
た
ち
の
生
活
を
振
り
返

り
、
一
市
民
と
し
て
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
、
転
勤
者
の
帯

同
婦
人
た
ち
で
１
９
９
９
年
に
結

成
し
た
の
が
、ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
地
震

―
緊
急
事
態
で
の
支
援
を

現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に

２
０
２
０
年
に
世
界
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
、
駐
在
者
の
家
族
の
多

く
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
も

同
様
で
、
現
地
で
の
活
動
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
で
、
現
地
は
経
済
が
回
ら
な
く

な
り
、
貧
困
状
態
の
人
々
へ
の
支

援
は
必
至
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト

リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
を
保
護
し

て
い
る
施
設
か
ら
お
米
が
無
く

な
っ
た
と
か
、ス
ン
バ
コ（
米
・
油
・

塩
と
い
っ
た
基
本
的
な
食
料
の
詰

め
合
わ
せ
）を
贈
る
支
援
を
し
た

い
、
子
ど
も
た
ち
の
自
宅
学
習
の

パ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
自

分
た
ち
の
興
味
の
あ
る
こ
と
で
で

き
る
こ
と
、
例
え
ば
人
形
劇
、
絵

本
の
翻
訳
、
奨
学
金
、
病
気
や
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

な
ど
を
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も

に
、
支
援
の
方
策
を
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
24
年
間
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

結
成
時
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
暴
動

*1

直
後
で
、
緊
急
避
難
か
ら
少
し
ず

つ
日
本
人
が
現
地
に
戻
り
始
め
た

時
期
で
す
。「
私
た
ち
は
外
国
人

で
あ
り
、
い
つ
何
時
、
緊
急
避
難

す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
考

え
が
、
常
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
独
自
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

る
こ
と
は
せ
ず
、
必
ず
現
地
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
は
日
本
で
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
整
え

た
い
等
々
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
要

請
が
あ
り
、
日
本
か
ら
支
援
金
を

送
る
、
奨
学
金
を
増
や
す
、
直
接
、

子
ど
も
図
書
館
に
本
を
送
る
等
々

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現

地
で
で
き
る
こ
と
、
日
本
か
ら
で

き
る
こ
と
を
各
々
検
討
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
夏
頃
よ
り
日
本
人

家
族
も
戻
り
始
め
ま
し
た
。
当
会

は
、
独
自
の
現
場
は
持
ち
ま
せ
ん

が
、
現
地
メ
ン
バ
ー
が
足
を
運
ん

で
確
認
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て

き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
訪
問
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

11
月
21
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
の

チ
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・
６
の
地

震
*2
が
起
き
ま
し
た
。
被
災
地
は

20
年
来
の
つ
な
が
り
が
あ
る
現
地

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
タ
リ
ア
シ
」
の
活
動
地

域
で
し
た
。
タ
リ
ア
シ
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
ま
ず
、

炊
き
出
し
の
た
め
の
支
援
金
を
送

り
ま
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
12

月
１
日
に
集
め
た
支
援
物
資
を
持

参
、
日
本
企
業
の
協
力
を
得
て
食

料
の
配
布
等
を
数
回
行
い
、
１
月

に
は
支
援
物
資
と
児
童
書
の
持

参
、
２
月
は
支
援
金
送
金
等
々
を

海外におけるボランティア・市民活動や市民と社会とのかかわ

りを知る・考える連載ページ。

今号では、インドネシアにおける地震やコロナ禍での支援の

活動についてお伝えします。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
海
外
支
援
　

～
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て

寄稿

小
林
良
子

（ジ
ャ
カ
ル
タ
・ジ
ャ
パ
ン
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

ジャカルタ ・ ジャパン ・ ネットワーク  
Jakarta Japan Network (J2net)

困難な状況で暮らすインドネシアの子どもたちに対して、 医
療 ・ 教育 ・ 福祉に関わる事業を行い、 人権の擁護及び人
材育成に貢献することを目的として 1999 年に発足。 インド
ネシアの子どもの生活状態の調査 ・研究、 国際理解を深め
る活動も行っている。

    Facebook                 ホームページ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
少
な
い
メ
ン

バ
ー
で
す
が
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

他
に
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
内
で
、
貧

困
者
向
け
の
病
院
へ
４
人
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
手
術
代
の
支
援
、
医

療
用
ミ
ル
ク
代
の
支
援
な
ど
、
今

年
度
は
今
ま
で
に
な
い
額
の
現
地

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
で
進

め
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
的
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
で
も
支
援
が

途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
か
つ
て
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

と
も
に
活
動
を
す
る
と
決
め
、
連

携
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今

は
現
場
確
認
の
た
め
の
現
地
メ
ン

バ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
痛

手
で
す
。
少
人
数
に
活
動
が
集
中

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

情
勢
の
回
復
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

●
日
本
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら

２
０
０
１
年
か
ら
日
本
で
も
活

動
を
始
め
、
日
本
で
も
で
き
る
こ

と
、
絵
本
の
翻
訳
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
の
本
を
作
成
す
る
こ
と
、
資

金
を
集
め
る
た
め
に
物
品
販
売
を

す
る
こ
と
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
*3
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
*4
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
絵
本
翻
訳
の
た
め
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
の
勉
強
、
美
味
し
い
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
作
っ
て
食
べ

る
こ
と
等
で
す
。
美
味
し
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
料
理
を
食
べ
る
た
め
に

２
０
１
３
年
か
ら
お
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
続
く
２
０
２
１
年
に
そ
の
成
果

を
本
に
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
調

理
・
文
章
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
全
て

メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
収
益
も
支
援
に
充
て
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

25
年
前
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
地

を
踏
み
、
目
の
前
の
貧
困
の
状
況

に「
日
本
か
ら
た
っ
た
７
時
間
し

か
離
れ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
、

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
決
し

て
専
門
家
で
は
な
く
、
同
じ
お
母

ち
ゃ
ん
同
士
と
し
て
、
お
互
い
様

で
動
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
動
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

＊
１ 

１
９
９
８
年
５
月
︑ジ
ャ

カ
ル
タ
で
反
政
府
デ
モ

を
行
って
い
た
学
生
ら
が

治
安
部
隊
の
発
砲
を
受

け
︑4
人
が
亡
く
な
った

こ
と
に
端
を
発
し
た
暴

動
︒
ス
ハ
ル
ト
独
裁
政

権
崩
壊
の
引
き
金
と
な
っ

た
︒

＊
２ 

２
０
２
２
年
11
月
21
日

に
発
生
し
︑死
者
３
０
０

人
超
︑
被
災
者
は
10
万

人
以
上
と
な
った
︒
震
源

地
の
チ
ア
ン
ジ
ュー
ル
は

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

80
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す

る
︒

＊
３ 

国
際
協
力
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

な
ど
に
取
り
組
む
多
様

な
団
体
が
参
加
す
る
国

内
最
大
級
の
国
際
協
力

イ
ベ
ン
ト
︒

＊
４ 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
行

う
催
し
で
の
物
販
︵本
誌

26
ペ
ー
ジ
参
照
︶︒

支援物資を震源地・チアンジュールへ運ぶ／地震直後の炊き出しの様子
写真提供＝ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク

ジャカルタ・ジャパン・ネットワークのメンバー
ですべて手掛けた料理本『インドネシアの家
庭料理』（2021年9月発行/1,000円）。 購入は
同団体のウェブサイトからの申し込み、もしく
は、東京ボランティア・市民活動センター「ふ
れあい満点市場」にて。

チアンジュール

チアンジュール地震支援・KENZIE君ミルク支援にご協力をお願いします。

＊ てんかんと重度の障害を持つ、KENZIE（ケンジ）君のための活動を進めています。 発作
を抑えるために、月に12缶の特別なミルクが必要です。

＊ お振り込みの際は、お名前の前にチアンジュール地震支援は「C」を、KENZIE 君ミルク
支援は「K」をつけてください。 よろしくお願いします。

■ゆうちょ銀行
   店番 : 029 / 店名: 〇ニ九 ゼロニキュウ店 / 当座預金 / 口座番号 : 003121
■三菱東京 UFJ 銀行　
   横浜支店 / 普通預金 / 口座番号 : 4390963 / 口座名義 : J2ネット  会計  岡 則子
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●
活
動
の
始
ま
り
と
ス
タ
ン
ス

１
９
９
８
年
に
夫
の
転
勤
と
と

も
に
移
り
住
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機

の
真
っ
只
中
で
し
た
。
貧
富
の
差

の
大
き
さ
と
路
上
で
物
乞
い
を
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
日
本
で

の
自
分
た
ち
の
生
活
を
振
り
返

り
、
一
市
民
と
し
て
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
、
転
勤
者
の
帯

同
婦
人
た
ち
で
１
９
９
９
年
に
結

成
し
た
の
が
、ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
地
震

―
緊
急
事
態
で
の
支
援
を

現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に

２
０
２
０
年
に
世
界
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
、
駐
在
者
の
家
族
の
多

く
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
も

同
様
で
、
現
地
で
の
活
動
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
で
、
現
地
は
経
済
が
回
ら
な
く

な
り
、
貧
困
状
態
の
人
々
へ
の
支

援
は
必
至
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト

リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
を
保
護
し

て
い
る
施
設
か
ら
お
米
が
無
く

な
っ
た
と
か
、ス
ン
バ
コ（
米
・
油
・

塩
と
い
っ
た
基
本
的
な
食
料
の
詰

め
合
わ
せ
）を
贈
る
支
援
を
し
た

い
、
子
ど
も
た
ち
の
自
宅
学
習
の

パ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
自

分
た
ち
の
興
味
の
あ
る
こ
と
で
で

き
る
こ
と
、
例
え
ば
人
形
劇
、
絵

本
の
翻
訳
、
奨
学
金
、
病
気
や
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

な
ど
を
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も

に
、
支
援
の
方
策
を
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
24
年
間
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

結
成
時
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
暴
動

*1

直
後
で
、
緊
急
避
難
か
ら
少
し
ず

つ
日
本
人
が
現
地
に
戻
り
始
め
た

時
期
で
す
。「
私
た
ち
は
外
国
人

で
あ
り
、
い
つ
何
時
、
緊
急
避
難

す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
考

え
が
、
常
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
独
自
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

る
こ
と
は
せ
ず
、
必
ず
現
地
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
は
日
本
で
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
整
え

た
い
等
々
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
要

請
が
あ
り
、
日
本
か
ら
支
援
金
を

送
る
、
奨
学
金
を
増
や
す
、
直
接
、

子
ど
も
図
書
館
に
本
を
送
る
等
々

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現

地
で
で
き
る
こ
と
、
日
本
か
ら
で

き
る
こ
と
を
各
々
検
討
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
夏
頃
よ
り
日
本
人

家
族
も
戻
り
始
め
ま
し
た
。
当
会

は
、
独
自
の
現
場
は
持
ち
ま
せ
ん

が
、
現
地
メ
ン
バ
ー
が
足
を
運
ん

で
確
認
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て

き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
訪
問
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

11
月
21
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
の

チ
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・
６
の
地

震
*2
が
起
き
ま
し
た
。
被
災
地
は

20
年
来
の
つ
な
が
り
が
あ
る
現
地

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
タ
リ
ア
シ
」
の
活
動
地

域
で
し
た
。
タ
リ
ア
シ
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
ま
ず
、

炊
き
出
し
の
た
め
の
支
援
金
を
送

り
ま
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
12

月
１
日
に
集
め
た
支
援
物
資
を
持

参
、
日
本
企
業
の
協
力
を
得
て
食

料
の
配
布
等
を
数
回
行
い
、
１
月

に
は
支
援
物
資
と
児
童
書
の
持

参
、
２
月
は
支
援
金
送
金
等
々
を

海外におけるボランティア・市民活動や市民と社会とのかかわ

りを知る・考える連載ページ。

今号では、インドネシアにおける地震やコロナ禍での支援の

活動についてお伝えします。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
海
外
支
援
　

～
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て

寄稿

小
林
良
子

（ジ
ャ
カ
ル
タ
・ジ
ャ
パ
ン
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

ジャカルタ ・ ジャパン ・ ネットワーク  
Jakarta Japan Network (J2net)

困難な状況で暮らすインドネシアの子どもたちに対して、 医
療 ・ 教育 ・ 福祉に関わる事業を行い、 人権の擁護及び人
材育成に貢献することを目的として 1999 年に発足。 インド
ネシアの子どもの生活状態の調査 ・研究、 国際理解を深め
る活動も行っている。

    Facebook                 ホームページ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
少
な
い
メ
ン

バ
ー
で
す
が
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

他
に
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
内
で
、
貧

困
者
向
け
の
病
院
へ
４
人
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
手
術
代
の
支
援
、
医

療
用
ミ
ル
ク
代
の
支
援
な
ど
、
今

年
度
は
今
ま
で
に
な
い
額
の
現
地

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
で
進

め
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
的
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
で
も
支
援
が

途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
か
つ
て
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

と
も
に
活
動
を
す
る
と
決
め
、
連

携
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今

は
現
場
確
認
の
た
め
の
現
地
メ
ン

バ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
痛

手
で
す
。
少
人
数
に
活
動
が
集
中

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

情
勢
の
回
復
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

●
日
本
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら

２
０
０
１
年
か
ら
日
本
で
も
活

動
を
始
め
、
日
本
で
も
で
き
る
こ

と
、
絵
本
の
翻
訳
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
の
本
を
作
成
す
る
こ
と
、
資

金
を
集
め
る
た
め
に
物
品
販
売
を

す
る
こ
と
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
*3
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
*4
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
絵
本
翻
訳
の
た
め
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
の
勉
強
、
美
味
し
い
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
作
っ
て
食
べ

る
こ
と
等
で
す
。
美
味
し
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
料
理
を
食
べ
る
た
め
に

２
０
１
３
年
か
ら
お
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
続
く
２
０
２
１
年
に
そ
の
成
果

を
本
に
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
調

理
・
文
章
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
全
て

メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
収
益
も
支
援
に
充
て
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

25
年
前
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
地

を
踏
み
、
目
の
前
の
貧
困
の
状
況

に「
日
本
か
ら
た
っ
た
７
時
間
し

か
離
れ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
、

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
決
し

て
専
門
家
で
は
な
く
、
同
じ
お
母

ち
ゃ
ん
同
士
と
し
て
、
お
互
い
様

で
動
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
動
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

＊
１ 

１
９
９
８
年
５
月
︑ジ
ャ

カ
ル
タ
で
反
政
府
デ
モ

を
行
って
い
た
学
生
ら
が

治
安
部
隊
の
発
砲
を
受

け
︑4
人
が
亡
く
な
った

こ
と
に
端
を
発
し
た
暴

動
︒
ス
ハ
ル
ト
独
裁
政

権
崩
壊
の
引
き
金
と
な
っ

た
︒

＊
２ 

２
０
２
２
年
11
月
21
日

に
発
生
し
︑死
者
３
０
０

人
超
︑
被
災
者
は
10
万

人
以
上
と
な
った
︒
震
源

地
の
チ
ア
ン
ジ
ュー
ル
は

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

80
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す

る
︒

＊
３ 

国
際
協
力
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

な
ど
に
取
り
組
む
多
様

な
団
体
が
参
加
す
る
国

内
最
大
級
の
国
際
協
力

イ
ベ
ン
ト
︒

＊
４ 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
行

う
催
し
で
の
物
販
︵本
誌

26
ペ
ー
ジ
参
照
︶︒

支援物資を震源地・チアンジュールへ運ぶ／地震直後の炊き出しの様子
写真提供＝ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク

ジャカルタ・ジャパン・ネットワークのメンバー
ですべて手掛けた料理本『インドネシアの家
庭料理』（2021年9月発行/1,000円）。 購入は
同団体のウェブサイトからの申し込み、もしく
は、東京ボランティア・市民活動センター「ふ
れあい満点市場」にて。

チアンジュール

チアンジュール地震支援・KENZIE君ミルク支援にご協力をお願いします。

＊ てんかんと重度の障害を持つ、KENZIE（ケンジ）君のための活動を進めています。 発作
を抑えるために、月に12缶の特別なミルクが必要です。

＊ お振り込みの際は、お名前の前にチアンジュール地震支援は「C」を、KENZIE 君ミルク
支援は「K」をつけてください。 よろしくお願いします。

■ゆうちょ銀行
   店番 : 029 / 店名: 〇ニ九 ゼロニキュウ店 / 当座預金 / 口座番号 : 003121
■三菱東京 UFJ 銀行　
   横浜支店 / 普通預金 / 口座番号 : 4390963 / 口座名義 : J2ネット  会計  岡 則子
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東京ボランティア ・ 市民活動センター
 (TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

利用
────────────────────────────────────────────

会議室	 会議室A・B	 （各40人）・	C	（15人）	無料	
																		※会議室AB通し	 （80人）
貸出機材	 印刷機	 （2台）紙持ち込み、点字プリンター	他
申込み	 ４ヶ月前から電話で受付	 （03-3235-1171）

情報提供
────────────────────────────────────────────

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム	
ページでご覧いただけます。		http://www.tvac.or.jp/

開所時間　　＊ホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

火曜日～土曜日：	9時～21時／日曜日：	9時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

交通アクセス
────────────────────────────────────────────

JR（西口）、地下鉄	 （東西線・有楽町線・南北線・大江戸線	出口
B2b）飯田橋駅下車
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読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇【
特
集
】
働
い
て
い
る
人
た
ち
が

　
身
近
な
地
域
と
つ
な
が
る
‼

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
個
人
が
大
き
な
こ
と

を
成
し
遂
げ
る
必
要
は
な
く
、
今
自
分
が

持
っ
て
い
る
も
の
を
活
か
し
て
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

多
く
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
日
本

の
未
来
を
支
え
る
力
が
育
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日

　
～
地
域
と
と
も
に
、
猫
の
た
め
に
～

・
今
回
だ
け
で
な
く
、
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー

を
読
む
と
、
い
つ
も
心
が
温
か
く
な
り
ま

す
。
人
間
の
身
勝
手
さ
に
よ
り
、
傷
つ
け

ら
れ
る
動
物
の
現
状
は
心
が
苦
し
く
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
救
え
る
の
も
ま
た
、
人

間
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◇
連
載　
せ
か
い
を
み
る

　
～
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
の
ス
ト
リ
ー
ト
の

　
「
子
ど
も
」
た
ち
～

・
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
使
っ
て
い
た
の

に
、
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感

し
た
。
そ
こ
に
も
社
会
が
あ
り
、
大
人
も

含
ま
れ
る
し
、
表
現
そ
の
も
の
が
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に

は
、
今
ま
で
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
。

◇
あ
す
マ
ネ�
�

～
市
民
活
動
は
事
務
の
堆
積
～

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
働
く
家
族
か
ら
事
務
局
が

何
で
も
対
応
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
立
場
や
役
割
が

異
な
る
か
ら
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ�

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ�

東
京
憲
章

・
誰
に
と
っ
て
も
、
被
災
す
る
こ
と
は
大
き

な
負
担
で
あ
る
た
め
、
平
時
に
多
様
性
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
で
な
い
と
、災
害
時
に
、

よ
り
難
し
い
立
場
の
人
が
尊
重
さ
れ
る
の

は
難
し
い
と
感
じ
た
。

◇
い
い
も
の�

み
ぃ
～
つ
け
た
！�

　
社
会
福
祉
法
人�

泉
会�

泉
の
家

・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
作
る
事
業
所
は
初
め
て

聞
い
た
。
と
て
も
か
わ
い
く
、
ど
こ
か
温

か
み
を
感
じ
る
の
で
興
味
を
ひ
か
れ
た
。

◇
つ
ぶ
や
き
ブ
レ
イ
ク

・
ス
ポ
ー
ツ
に
も
や
は
り
差
別
が
付
き
物
で
、

も
し
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
人
々
の
こ
と
を

も
っ
と
早
く
に
日
本
で
も
広
め
て
い
っ
て

い
た
ら
日
本
の
今
は
何
か
変
化
し
た
だ
ろ

う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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本誌で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

お
気
軽
に
ご
意
見
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感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本誌のバックナンバーは
右記からご覧ください。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　東京ボランティア・市民活動センターが毎年２月に行う
ボランタリーフォーラムが、今年も２月10日から12日まで
の３日間、オンラインも活用しながら久しぶりに会場でも
開催されました！今年のテーマは「Think・Act・Smile😊」。
今号の「いいものみぃ～つけた！」では、ふれあい満点市
場の様子をお伝えします。

�今回、ご紹介している商品は限定販売されたものですが、一部は東
京ボランティア・市民活動センターにて購入することができます。

（表 3）」

ふれあい満点市場
in ボランタリーフォーラム TOKYO 2023

東日本大震災復興支援として宮城県南三
陸町仮設住宅の“おばちゃん”たちが作っ
た「エコたわし」の販売活動を行っている。

被災地のおばちゃん手編みのエコたわし　
１個　200円

原発事故による放射能汚染のため、稲作が
できなくなった南相馬の農家民宿の主婦た
ちが種から藍を育て、葉を収穫してつくっ
た「藍染」やクラフトエコバックなど。

困難な状況で暮らすインドネシアの子どもたちを支
援。インドネシアの子どもたちの治療 (手術 ) 支援
のため、写真つきのメッセージも…（写真左中央）

キリスト教精神に基づく理念で活動約50年。

クラフトバッグ　
１個　1500円～

使用済み切手でつくっ
たグリーティングカード
１枚150円
しおり　３枚で100円

バレッタ　１個300円
ピアス　１個1000円～

視覚障害者の就労支援と生活支援を行っ
ている団体。

ミトン型エコたわし　１個450円
１点ずつ手作り！カラフルでかわいい！
窓ふきやバスタブ洗いも楽しくなりそう♪
おせんべい　１枚60円
点字ブロック+メッセージが印刷されて
いるおせんべいは限定販売。

インドとインドネシアで農業開発を進め
ている国際協力NGO。

ジャワ島のママさん手作り！
バティック柄ミニ・トートバッグ

１個　1500円

Vol.
42

東京都青年団体連合１ 地球の友と歩む会 /LIFE２

オレンジライン３ 支え合う21世紀の会４

ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク５ 東京カリタスの家６

26 ネットワーク  2023/4
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表 4

ISBN978-4-909393-44-9 C2036 ¥364E

社会福祉法人助成事業

対　　象

申込期間
６月１日～７月31日（当日消印有効）

内　　容
・助成物件  利用者に必要な機器・車輌・建

物等

海 外 研 修 事 業

対　　象

申込期間
６月１日～７月31 日（当日消印有効）

内　　容

対　　象

申込期間
５月１日～６月30日（当日消印有効）

内　　容
・助成物件  障害者の文化芸術活動

に必要な道具・楽器・機器・
活動をまとめた出版物等

・自己負担率　総費用の10％以上

詳細は清水基金ホームページをご参照ください。⇒https：//www.shimizu-kikin.or.jp/

社会福祉法人清水基金
社会福祉法人・NPO法人への建物・設備等の整備を支援する助成事業や

職員の皆さんの研修事業を通じて、

※2023年度国内研修は２回開催を予定しています。

障害福祉サービスの一層の向上を図ります。

2023年度　助成事業・研修事業を募集しています。

障害者の福祉増進を目的として第一種・第二
種社会福祉事業を営む社会福祉法人及び
NPO法人であり、2023年４月時点で、社福
は開設後１年経過した事業所、NPOは法人
設立後３年経過し開設後１年経過した事業所
※他法人とのグループによる申込みも可

・助成金額　１法人（１グループ）１案件、30万～200万円
・決定時期　2024年１月末

・社会福祉法人・NPO法人に所属し、障害福祉
　サービス等に従事しており、海外の障害福祉
　等から学ぶ課題を持ち、意欲的に挑戦する方
・実務経験５年以上、年齢25～60歳

・募集人数　６名（各コース共３名）
・助成金額（１名当たり、予定）
　３ヵ月コース 200万円
　１ヵ月コース 100万円

・助成金額　１法人原則１物件、50万～1000万円
・決定時期　2024年１月末

NPO法人助成事業

対　　象

申込期間

内　　容

障害者の福祉増進を目的として第二種社会福祉事
業を営むNPO法人であり、2023年４月時点で法
人設立後３年経過し、開設後１年経過した事業所

障害者の福祉増進を目的として第一種・第二
種社会福祉事業を営む社会福祉法人であり、
2023年４月時点で開設後１年経過した事業所

５月１日～６月30日（当日消印有効）

・助成物件  利用者に必要な機器・車輌・建
物等

文化芸術活動特別助成事業

・自己負担率　総費用の30％以上
・助成金額　１法人原則１物件、50万～700万円
・決定時期　2024年１月末

・自己負担率　総費用の20％以上

・決定時期　2023年10月
・研修期間　2024年４月～７月
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